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１　腹黒策士な御曹司といじっぱりな姫君
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３　変わっていく身体に翻弄されて

４　打ち明けられない過去

５　ほんとの恋の見つけ方
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１　腹黒策士な御曹司といじっぱりな姫君








　昼休みが終わった老舗下着メーカー「Ｍａｔｓｕｓｈｉｔａマツシタ」の本社ビルでは、秋だというのに真夏のような太陽が照りつけていた。そんな中で谷たに川がわ玲れ菜なは、上司から頼まれた資料を抱えて部署のあるフロアへと歩いていた。

（なんでこんな重い資料を女子に持ってこさせるのよ！　本当に）

　書類の束を抱え、内心で上司にぶつぶつと文句を言いながら廊下を歩いていると、玲菜は前方から歩いて来る男性の姿に気づいた。

　すらりと伸びた身長とスーツの上からでわかる程度に引き締まった筋肉とさらりとした黒髪が印象的な男性が颯爽とこちらに歩いてくる。目鼻立ちの整った眉目秀麗な顔立ちとスマートな振る舞いをする美しい彼は、女子社員たちから人気が高い。

　まさにどこを取っても非の打ち所がない男性を見て、玲菜は眉を顰めた。

「お疲れ、谷川」

「お疲れ様です、主任」

　男性に労いの言葉をかけられたのに、玲菜は不機嫌さを隠すことをせず少しぶっきらぼうな態度を取る。にも拘らず男性は楽しげに笑っていた。

「ここまで運んでこれたのか。えらいぞ」

「どこかの主任様が資料を持って来いっていうから……」

「ごめんごめん。手伝いに来てやったんだからそんなに文句を言うなよ」

　玲菜を見るなりくすくすと楽しげな様子を見せる彼に呆れ果て、玲菜はぷいっと男性から顔を背けた。

「この資料は俺が持つから、寄こせ」

「いくらなんでも、上司に手伝わせるわけにはいかないでしょ!!」

「玲菜は本当に意地っ張りだな」

　さっきまで文句を言っていたくせに、気が強い性格なので意地を張ってしまう。そんな玲菜に呆れているらしい男性は肩を竦めている。

　資料を持ってくるように言った張本人。すなわち上司である彼の登場に思わずそんなことを言ってしまうのは理由があった。

　松まつ下した櫂かい、二十九歳──。

　「Ｍａｔｓｕｓｈｉｔａ」の御曹司にして、玲菜が所属する通販事業部の主任。御曹司だから主任という地位にいるわけではなく、仕事面においても優秀であるから主任に抜擢された実力者だ。

　おまけに上質なスーツを優雅に着こなした堂々とした風貌。女性ならこんな男性を放っておくはずがない。

「あっ、噂のカップルがふたりで歩いているよ」

「本当にいつ見ても素敵だわ。松下主任は社内一のイケメンだし、谷川さんも綺麗よね」

　うっとりとした声が耳に届き、あたりを見渡すとトイレから出てきたらしいふたり組の女子社員がいた。

　部署によっては昼休みの時間が違うため、彼女たちはこれから自分の部署に戻るのだろう。そんな推測をしながらもつきあってないと内心で叫ぶ。

　社内では尊敬できる上司だが、プライベートでは心おきなくつきあえる友人だ。そのため誰もいないところでは対等に話している。

　会社では極力気をつけているもののお互いに名前で呼んでいるので、ふたりきりになるとこんな感じになる。

　櫂にとっては恋人だと勘違いをされることで女よけになるらしいが、恋人を作るつもりがない玲菜にとっても恋人がいると思われていたほうが助かる。だからあえて親しい人間以外には説明しないが、櫂は気の合う男友達だ。

　上司である櫂と直接会話したのは入社してからだが、彼に出会ったのは高校時代だった。毎朝、駅で見かける名前も知らない大学生だった櫂にひそかな想いを寄せていた。

　この世のものとは思えないかっこよさに一目惚れをした。毎朝のように櫂の姿を探しては、見惚れていたのはいい思い出だ。

　その彼と社会人になって再会しただけでなく、友人になったなんていまでも信じられないくらいだ。

　櫂は玲菜が持っている資料を手に取り、いたずらっぽく笑う。

「あっ、ありがとう」

「いじっぱりな姫君がやっと素直になったか？」

「やっぱり櫂なんかにお礼を言うんじゃなかった」

「本当におまえは、上司を敬うことを知らないんだな」

「櫂だけだよ。上司扱いをしてないのは」

　こんな軽口を叩いているが部署内では上司と部下の関係を保っているし、玲菜だって上司として尊敬している。けれどいまさら素直に言えるはずがないので、こんな感じだ。

　けれど櫂にとっても心地いい関係らしく、なぜか友人関係が続いている。

「それより、今夜のことなんだけど……」

「そのつもりだけど、おまえの都合はどうなんだ？」

「私も今夜の予定は入ってないよ」

　社内なので主語は出さないけれど、前々から今夜はふたりで飲みに行く約束をしていた。　飲みに行くときは事前にお互いのスケジュールをちゃんと調整し、確認している。にも拘らず、櫂は当日になるとかならず玲菜に予定を聞いてくる。

　そんなところも好ましく思うひとつだ。

「櫂って見かけ通りのイケメンだよね。これで彼女がいないなんて困ったものだ」

「なんでおまえが困るんだよ」

「上司……じゃなくて友人としてだよ」

　眉目秀麗のいい男。それだけで女性が寄ってくるのに、性格だって悪くないし部下からも慕われている。

　上司としても頼りになるし、友人としても気が合うだけでなくいつだって玲菜を最優先してくれる。だからこそ櫂との時間は居心地がよく、かけがえのないものだ。

　眉目秀麗な美しさだけでなく、性格もよく部下から慕われているので人気が高い。なのに彼に恋人がいないことが不思議でしかたがなかった。

　そんなことを考えていると、櫂がふっと寂しそうな表情をする。

「そういうおまえだって恋人がいないだろう」

「私はそういうのはいいから、櫂こそどうなのよ」

　同じ質問をぶつけられ、玲菜は答えに困る。

「俺は本当に好きな女以外とつきあう気はない」

　冷たく素っ気ない声が耳に響き、櫂が不機嫌になったのだと気づいて顔が上げられなくなる。

「そう、だったね……」

　この手の話題になるといつもこんな感じになると、玲菜だってわかっている。けれどそれでも口にしてしまうのは、自分といることで櫂に負担をかけているかもしれないと思うからだ。

　元々勝ち気で誰に対しても明るい性格だった。が、大学時代につきあっていた彼氏が原因で臆病になった。

　人を思いやるどころか常に他人を見下し、気に入らないことがあれば彼女である玲菜に八つ当たりをする。そのせいで周囲とどうつきあっていいのかわからなくなっていった。

　元カレと別れてから周囲との関係は改善することはできた。だが、それがトラウマになりいまでも人づきあいが怖いし、まして彼氏を作ることなど絶対に無理だし、ひとりで生きて行くと決めていた。

　そんな玲菜にとって櫂の存在は心地よいものだが、彼はそうではないのかもしれないと心の中でつい思ってしまう。

「そんなことより早く部署に戻るぞ」

「う、うん……」

　その言葉に顔を上げると、優しく微笑んでいる櫂と視線が合う。

　初恋の彼に再会し、櫂を知れば知るほどこんな人がはじめての彼氏だったらどれほど幸せだっただろうかと思う。そう思う反面、とっくに終わった恋愛に縛られたままだった。

　だからこそ櫂とだけは友人のままでいたい。そう思いながら紺色のスーツの背中をおいかけることしかできなかった。

　　

　部署に到着し、書類を指定された場所に置いてから席について一息をつく。ふと隣の席を見ると、同期の笹ささ山やま亜あ依い子こが玲菜の顔を見てにやにやと笑っていることに気づいた。

　亜依子は大学の学食で隣同士になったことで出会い、就職して同じ部署に配属されたことで親友になった。ショートヘアの似合う美人な彼女は、サバサバとした性格でつきあいやすい。

「あいかわらず過保護な主任と、やっとつきあう気になったのかしら」

「亜依子、ここは一仕事終えた同期を労うってことをしないの？」

「一仕事って言うほど重くなかったでしょ」

　亜依子の鋭い指摘にばつが悪い玲菜は、なにも言い返せなくなる。というのも内心ではぼやいていたが、実はそんなに重くなかったからだ。

「大体本当に重かったら持ってこさせるはずがないし、主任自ら手伝いに行くこともないから」

「……それはわかってるけど」

「それで友人とか言い張ってるのもどうかと思うよ」

　呆れたような亜依子の言葉に、玲菜が頬を膨らませる。彼女が言いたいことがわかるので、なんとなく腑に落ちなかった。

「友人は友人だし、私が誰ともつきあいたくないって知ってるでしょ」

「それは知ってるけど、事情を知らなければつきあってると思うもん」

「そっ、そうかもだけど……」

　この会社の大多数が櫂と玲菜がつきあっていると思っているので、男性社員から言い寄られたことはない。それは玲菜からすればありがたいことだが、だからと言って亜依子が期待する関係にはならないのよと内心で思う。

「とにかく私と主任は友人だし、つきあうとかそういうのはないから」

「はいはい」

「って、人の話を全然聞いてない……」

　亜依子の言おうとしていることはわかっている。玲菜だって櫂が初めて自分から好きになった人だ。

　けれど誰かとつきあう未来すら夢に見られない臆病な自分を晒したくない。だからこそ意地を張ってでも隠し通したい。それは玲菜の精一杯の強がりだった。

「それより『Ｍａモン　Ｐｅｔｉｔｅプティトゥ　ｃｈéｒｉｅシェリー．』の新作がネットで発表になったね」

「うん、朝から女子社員たちが騒いでいたね」

「玲菜はほんと、この手の話題に無関心だよね。自分たちの会社のことなのに」

「だって、あれって勝負下着でしょ？　私はそんなの着ないし」

　我が社で扱っているのは機能性を重視した下着が主だが、通販でしか売っていない商品もある。その代表的なものが、いわゆるセクシーランジェリーをメインとしている『Ｍａ　Ｐｅｔｉｔｅ　ｃｈéｒｉｅ．』だ。

　二年前に立ち上げられたブランドは『男性が愛する女性に贈るランジェリー』をコンセプトとし、ひとりのデザイナーの手によって作られているらしい。見た目こそ男性の好みを反映させたデザインだが、女性から見てもかわいく着心地が抜群にいいと人気だ。

　そのデザイナーの正体は社員の間でも謎とされているので、女子社員たちの噂の的だ。最も機能性重視の下着を選んでいる玲菜は、ランジェリーどころかその正体にすら興味がない。

「たしかに勝負下着として買う女性が多いもんね」

「私には必要ないから」

「我が社の女子社員がこれでいいのか……」

　肌着メーカーに勤めているからこそだろう、亜依子が呆れたように肩を竦めている。が、親友のそんな反応にも動じなくなったのはいつからだろう。

　女性として恋愛に甘い期待が持てなくなったことが時々寂しくなるが、いまは仕事をしているほうが楽だ。そんなことを考えながらパソコン画面と向き合った。

　

　

　本社ビル七階にある通販事業部は、同じ階にある商品開発部と直結している部署だ。というのもの、商品を一括して扱っているからだ。

　そのひとつが『Ｍａ　Ｐｅｔｉｔｅ　ｃｈéｒｉｅ．』であり、配属されたばかりの頃の玲菜は大いに戸惑っていた。セクシーランジェリーを知らなかったわけではないが、実際に目にするととても大胆なデザインに驚いたものだ。

　商品としては見慣れたけれど、自分が着ることなど想像もできない。

　そんなセクシーランジェリーを扱っている部署だが、仕事自体は嫌ではない。さらに職場の雰囲気もよく恵まれていると思う。

　大学を卒業してからこの会社に入社して三年が経ったが、この部署に配属されたときから、主任である櫂がいろいろ気づかってくれたし、先輩たちもかわいがってくれたので、人見知りの玲菜にとってはありがたかった。

　四つしか違わないのに、主任として部署をまとめている櫂は優秀だと思う。

　そんな職場で忙しなく仕事をしているといつのまにか終業時間を迎えていた。

　荷物をまとめて立ち上がると亜依子と視線が合い、彼女が顔をにやにやとさせていることに気づく。

「玲菜、今夜は主任とデートなの？」

「あのねえ、飲みに行くけどデートじゃないから」

「こらこら、いくらもどかしいからって玲菜を急かしちゃだめでしょ？」

　週末になると毎度のように聞いてくる亜依子に眉を顰めると、先輩である荒あら木き和わ花かが笑いながらこちらに近づいてくる。

「だって先輩……」

「亜依子の気持ちはわかるしこの部署の全員がモダモダしてるけれど、そこは見守らないと面白くないでしょ」

　社内では恋人だと知れ渡っているけれど、商品開発部の社員たちだけは櫂と玲菜が友人であると知っている。が、揃いも揃って皆がこの調子でやきもきしているらしい。

「先輩、面白がらないでください」

「そんなことないわよ」

（絶対面白がってる。そもそもつきあう気がないのを知ってて、どうしてこうなるの？）

　どこから出たのかわからない噂が広まってるいのはしかたがない。けれど真実を知る人間がこの調子なのだ。

　いつものことではあるがこうも期待されると正直、困る。だが、それを櫂に話したところで、彼は楽しそうに笑うだけだった。

「それより、今回の『Ｍａ　Ｐｅｔｉｔｅ　ｃｈéｒｉｅ．』新作、すごくかわいかったね」

「もちろんチェック済みですよ。先輩」

「やっぱり、亜依子はチェック済みだよね」

　和花と亜依子が目を輝かせながら話すのを見て、玲菜は話の話題が自分から逸れたことに胸を撫で下ろす。

「さすが『Ｍａ　Ｐｅｔｉｔｅ　ｃｈéｒｉｅ．』のデザイナーですよね！」

「でも……。デザイナーはうちの社員だけど情報は一切ないのよね」

「そうですよね。これだけ女子の心を掴んでるのに、正体がわからないなんて残念です」

　ふたりは大いに盛り上がっているが、わざわざサイトをチェックすることがない玲菜は話題に入っていけない。そもそも女子社員たちが騒いでいる謎のデザイナーに興味がなかった。

「どんな人なのか、玲菜だって気になるでしょ？」

「私は別に……」

　突然和花に話を振られて焦った玲菜は、どう答えていいのかもわからずぶっきらぼうに答える。これがいつものやり取りとはいえ、肌着メーカーに勤めているのにこれでいいのか前々から思っていた。

「と、とにかく私は先に帰るね」

「了解、主任と楽しんできてね」

「お疲れ、玲菜。また週明けにね」

　本当は興味を持ったほうがいいとわかっているが、そんな現状でも自分を受け入れてくれる周囲の優しさに甘えていた。

　そのことにちょっとだけ寂しい気持ちを抱きつつ、踵を返して部署を出ると女子更衣室へと急ぐ。誰にも知られたくない秘めた思いを、強気で隠すことしかできない自分に小さくため息をつくことしかできなかった。

　

　

　女子更衣室で着替えを済ませてから、社員専用出入り口へと急ぐ。と、すでに来ていた櫂が自分を待っていることに気づいて慌てて駆け寄る。

「遅いぞ、玲菜」

「遅いって……女子にはいろいろ準備があるの」

「俺のために化粧を直してたのか？」

「身だしなみだからっ」

　ほんの少し髪型を変えてメイクを直しただけなのに、毎回のようにすぐに気づいてくれる櫂の言葉がこそばゆい。大学時代の友人のひとりが、彼氏が自分の変化になんでも気づくと話しているのを聞いたことがある。玲菜がそれを経験したのは、櫂と友人になってからだ。

「そんなに恥ずかしがることはないだろう。その髪型もかわいいぞ」

「それは友人に向かって言う言葉なの？」

「俺は友人でもかわいけりゃ褒める」

　彼女ならともかく、友人の玲菜に向かってさらりと褒めるあたり、モテるのも頷けると心の中で思う。少々行きすぎなのは目を瞑るとしてもだ。

　だが、そんな櫂だからこそ一緒にいるのが心地いいのかもしれない。

「とっ、とにかく行こうよ」

「お姫様の仰せのままに」

　少しからかうようなおどけた口調で笑いながら、そんなことを言ってくる櫂から顔をそむけるように踵を返す。

（もっ、もう！　本当に心臓に悪いんだから）

　胸がむずむずしながら、きゅんとその甘さにときめいてしまう。そんな自分を窘めながら街を歩いていると、女性たちが櫂へと熱い視線を送っていることに気づいた。そのたびに昔の自分を思い出して懐かしくなる一方で、自分が彼の隣を歩いていいのかと不安になってしまう。

「それよりもまた和花先輩たちにからかわれたんですけど、なんとかしてくれませんか」

「別にいまにはじまったことじゃないし、このままでもいいだろう」

「いっ、いいんだけどなんかいろいろ期待されてるようだから」

「あいつらはおまえをからかうことが好きだからな」

　納得のいかない玲菜をあやすように頭をぽんと撫でてくる。嬉しくなる反面それだけでも女性の心を鷲づかみにしてしまうのだろうと分析してしまう。

　駅前の繁華街にある雑居ビルに到着し、地下一階にあるバーにたどり着く。カウンター席に座り、櫂がいつものようにマスターにお酒を注文する。

　壮年のバーテンダーがシェイカーを振っている様子を見てから辺りを見渡す。黒を基調とした静かな店内には数名の客がおり、お酒を楽しんでいた。

「いつも思うんだけど、このお店って本当に落ち着くよね」

「酒もうまいし、なによりも静かだからな」

　温かみのある照明に照らされた店内にピアノの生演奏が響き、優雅な大人の癒やしを満喫できる空間だ。

　初めてこの店に連れて来てもらったときは大人の雰囲気に圧倒され、自分が場違いに思えた。だが、櫂が機転を利かせてくれたことで少しずつ溶け込むことができた。

　そんなことを思い出しながらモヒートを口にする。ミントの爽やかな口当たりが好きで、ここに来る度一杯目はこれを飲むのだ。

「本当に美味しいよね。ここのお酒って」

「俺もここが好きだし、おまえと飲む酒が好きだ」

　さらりと口にした櫂の言葉に無意識に鼓動が高鳴り、玲菜は冷静さを取り戻そうと必死だ。

　ウイスキーを片手に微笑む櫂の顔は、会社では見られない男の色香を纏っている。そんな彼にドキドキしてしまう自分がいる。それを決して悟られないように振る舞うのが精一杯だった。

　そのとき、櫂のスマートフォンが着信を知らせる。

「悪い。どうしても外せない電話だから、少しだけ席を外す」

「うっ、うん」

「勝手に注文してもいいから、おとなしく待ってろよ」

　いつもは着信が来ても大抵はその場では取らないのに、急いでいるところを見るとよっぽど大事な電話なのだろう。そう思いながら去って行く櫂を見送ってひとりでお酒を楽しむ。

　ところが、店に入ってきたカップルに視線を向けた瞬間、玲菜は固まった。

　細身の身体にグレイのスーツをだらしなく着こなした男性と身体の線が出ている派手なスーツを着ている彼女は、どこから見てもこの店の雰囲気にはふさわしくないと思う。

　へらへらと軽薄な笑みを浮かべて女性の肩を抱いている彼の姿に、思わず眉をひそめた。

（有あり吉よしくんがどうしてここにいるの？）

　男性が大学時代に別れたきりの元カレである有吉元もと也やだと気づき、動揺で脚が小刻みに震える。

　──早く逃げないと！

　そう思うものの櫂からおとなしくしていろと言われたことを思い出し、脚が動かなかった。

　もしもこの場から逃げ出してしまえば、櫂から事情を聞かれる。そうなると元也との過去まで話さなくてはならないので、それが怖い。

　せめて元也が自分に気づかないようにと祈りながら、うつむく。

「もしかしておまえ、玲菜か……？」

　背後から聞こえた声に振り返ることはできない。しかもその声は別れたときと同じ冷たいものだった。

「だぁれ？　その人」

「俺の元カノ」

「綺麗な人だね。元也も隅に置けないね」

　玲菜の顔を覗き込んできた彼女が、値踏みをするようにその言葉を言い放つ。その表情から、玲菜を値踏みしているのは一目瞭然だった。。

「こいつのよさは見た目だけ。気が強いくせに、つまんねー不感症女だよ」

「なにそれ……」

　知らない女性とはいえ、一番知られたくないことを勝手にさらけ出されて悔しさと恐怖で身が竦む。初めてつきあった男がこんな人間だったから、もう二度と恋をしたくなくなったのだ。

　ここに櫂がいなかったことがせめてもの救いだった。

「ほかの店に行こうぜ。マジでありえねぇ」

「ちょっ……!?」

　元也の顔を見たらもっと醜態を晒すことになり、櫂にも自分の隠していたことを知られてしまうだろう。だから玲菜は元也がこの店から去って行くことを願うしかできない。

　なにもできない自分が悔しくてたまらないが、言い返したところできっと心の傷を抉るだけだろう。

　玲菜の耳に元也たちが去って行く靴の音が聞こえる。だが元也と再会で気分は最悪だ

（櫂が戻って来たらもう帰ろう……）

　とてもこんな気分のまま櫂とお酒を飲む気分になれず、玲菜はただここから逃げ出す口実を考えていた。　

　

　玲菜が元也とつきあっていたのは大学二年生の頃だった。当時の玲菜は恋人どころか恋愛もしたことがなかったが、普通の女子のように恋愛に対して憧れを持っており、名前も知らない大学生に憧れていた。

　いつか彼のような素敵な人と巡り会って幸せな恋がしたい。そんなことは誰にも言えなかったけれど、夢に見ていた。

　そんなとき同じテニスサークルの先輩から元也を紹介され、つきあうことになった。はじめはつきあう気がなかったが、元也からグイグイ迫られ断れなかった。

　少し自分本位な性格だと思ったが悪い人ではなさそうだったのでつきあうことを決めた。けれどそれが間違いだと思ったのは、その後だった。

　常に自分の思うように行動しないと気が済まず、他人の気持ちもおかまいなしの性格が見えたのはつきあってすぐのことだった。

　自分が気に入らなければ玲菜の友人でさえも悪く言い、反論すれば途端に機嫌が悪くなる。ひどいときには会話が通じないぐらいの癇癪を起こされ、それが怖くてなにも言えなくなった。

　常に元也を優先し周りと話すこともままならない状況が続き、いつのまにか連絡が途絶えてしまった。別れてからも信頼を回復することは難しかったが、幸いにも愛子がそばにいてくれたおかげで大学生活を乗り切れたし、いまの会社では関係を一から築くことができた。

　

　──櫂のことが好きだとしても、この気持ちを胸に閉じ込めて彼の幸せだけを願おう。 　胸に秘めた思いは誰にも話さない。けれど、せめてこの願いだけは届いてほしいと祈るような気持ちだった。

　それだけをただ守りたくて、なにごともなかったかのようにモヒートを口にする。そこで櫂が帰ってきたことに気づき、緊張が走った。

「こんなときに電話を掛けてくる奴は無粋だよな」

「おかえり」

（いつも通りに、できてるよね？）

　玲菜のちょっとした変化にもすぐ気がつく櫂をごまかせているのか不安になる。が、ここで怯むわけにもいかず冷静を装う。

「あのね、今日は……」

「俺、今日はめちゃくちゃ酒が飲みたい気分だからとことんつきあってくれないか？」

「へっ!?」

「そうだな。どっちが先に酔うか勝負しないか？」

　笑いながらそう言ってくる櫂は、いたずらを思いついた少年のように楽しそうだ。

　『今日は帰りたい』と言おうとしたところで、櫂が思わぬ勝負を持ちかける。しかも、彼はお酒に強いので、簡単に勝負はつかないと推測できた。

（つまり、まだ帰してくれる気がないの？）

　三年近く友人をやっていたら、嫌でも櫂の行動パターンは読める。が、今日に限って帰してくれないのは少し困ってしまう。

「負けず嫌いの玲菜は、もちろんこの勝負を受けるよな」

「……っ！」

　櫂は、憎たらしいほど美しい顔をにやりと歪ませて挑発をしてくる。

　元也との再会で傷を抉られてるところで、櫂からのこの挑発はさすがにイラッとした。

「わかったわよ。その勝負、受けてあげる」

「それでこそ、俺の玲菜だ」

「なに言って……」

　負けず嫌いを逆手に取られたせいで、大変な勝負を受けた自覚はある。けれど考えようによっては、最悪だった元也との再会を忘れられるような気がした。

　

　

（ここは……どこ？）

　うっすらと目を開けると見慣れない天井がぼんやりと目に飛び込む。どうして自分がここにいるのだろうか、その理由を知りたくて朧気な記憶をたぐり寄せる。

「目が覚めたか、お姫様」

「か、い……どうして？」

「いつものバーで勝負して、おまえが酔いつぶれたからここにいる」

「ここはどこなの？」

　白で統一された壁と温かみのある色合いの照明が部屋を彩る。大きなテレビと茶系のソファーが置かれた部屋はいたってシンプルなものだが、窓が見当たらない。

　そのことに疑問を持っているとくすくすと笑う声が耳に響いた。

「ラブホテル」

「は!?」

　櫂が言い放った言葉に唖然とし、素っ頓狂な声を上げる。

「そういうことじゃなくて、なんでラブホテルにいるの？」

「簡単な答えだろう」

「全然簡単じゃないんですが」

　あまりの驚きで起き上がった玲菜は、腕を掴まれて櫂に添い寝をされてたことに気づき抗議する。だが、その直後に唇を重ねられていた。

（なんで櫂にキスをされてるの……？）

　自分の思考が追いつかないのに櫂の唇の熱くてたまらない。そのせいではっきりとキスをされたのだと気づくが、茫然とするしかなかった。

　しかも元也とはキスですら嫌だったのに、櫂との初めてのくちづけには抵抗感すらもなかった。

（キス……されてるのに、全然違う）

　ただ櫂の唇から感じる熱さだけが玲菜を翻弄し、同じキスが別物に感じてしまう。

「キスが怖いのか？」

「えっ……？」

「少し身体が震えている」

　無意識に身体が強ばったせいか、櫂からそんなことを聞かれて驚く。元也が相手ならば絶対に聞けない言葉だろうと思いながら、首を横に振る。

「怖くなんて……ないんだから」

「本当に怖いなら無理しなくていい」

　さらりと髪を撫でながら、優しい表情でつぶやいた櫂から視線を逸らす。こんなに大事に扱われるなんて初めてのことだった。

「ずっとおまえが好きだった」

「えっ？」

「俺に自分よりも大切だと思わせたのは、玲菜だけだ」

「ちっ、ちょっ……、意味がわからないんですけど!?」

　玲菜の認識では友人だった。そのはずなのにいきなりの告白に頭が混乱する。

「だって、私と櫂は友人で……」

「おまえを離したくないから友人のふりをしていた」

　櫂の悲痛な叫びになにも言えなくなった玲菜は、黙ることしかできない。

「玲菜以外の女はいらないし、ほしいとも思わなかった」

　櫂の性格上ここまできっぱりと言い切るのは、おそらく本気なのだろう。が、簡単に理解できる状況じゃない。

　しかもアルコールをかなり摂取した身体はまだぼんやりとし、脳が上手く働かなかった。

「ずっとおまえを俺のものにしたかった」

「わっ、私は……」

　耳に響く言葉に思考すら蕩かされ、玲菜はどう答えていいか思い悩む。嬉しいという気持ちと櫂とだけは恋人になりたくないと思う心が揺れ動き、心臓が壊れそうなほど痛んだ。

「酔って意識を失った玲菜に我慢できなくなったから、近くのラブホに来たんだ」

「えっ……？」

「嫌なら途中でやめてもいいから、おまえをいま俺にくれないか」

　身体を求められたのは二人目だ。なのに、その求め方ですら天と地ほどの差がある。あくまでも玲菜を傷つけないように求めてくる櫂に、一度だけなら答えたいとすら思えた。

　これが初体験ならどんなによかっただろう。この人が運命の人ならどれほど幸せだろう。

　（両想いだったのに、本当に櫂の手を取らなくていいの？）

　心の奥で臆病な自分に問いかけて胸が苦しくなる。それなのに優しく微笑みながら玲菜の決断を待っていてくれる櫂に、このままでいたくないと切実に思った。

　玲菜は泣きたくなる気持ちを堪えて、小さく頷く。

「大事にかわいがってやるから安心してくれ」

　嬉しそうな顔をしながらそんなことを言ってくる櫂に、涙がこぼれそうになる

「でも……」

　玲菜の言葉を遮るようにくちづけられてしまい、ゆっくりと絡みつく舌先に翻弄されていく。いままでしたどんなキスよりも熱くて激しいのに、玲菜を蕩けさせるには十分だった。

（こんなキスなんて知らない……）

　怖くて逃げようとするが肉厚な舌に追いかけられて、いつのまにか捉えられる。それだけで精一杯なのに腰を抱きかかえられ、玲菜はびくりと身体を竦ませた。

「怖いって思うからつまらないかも」

「セックスに慣れてなきゃ、怖いのはあたりまえだ」

「だって……、その……」

「怖くてもいいんだ。ゆっくり慣れていけば」

（有吉くんは、いつまでたっても怖がるからつまんないって言ってたのに……）　　

　櫂と元也の言うことがあまりにも違いすぎて、どちらが正しいのかすらもわからない。

「ひゃっ……！」

　ストッキングに包まれた腿をなぞられ、玲菜は小さな悲鳴をあげる。

「おまえの脚って綺麗だよ、ほんと」

「脚って……なに言って」

　櫂の手があちこちを確かめるように服の上から身体をなぞり、ちゅっと額にくちづける。まるで怖がっている玲菜をあやすように優しく触れられ、いままでにない甘く蕩けるような感触が肢体を包みこむ。

　未知の感覚が心も身体も溶かしはじめ、玲菜は自分の身体がどうなってしまうのかと不安になった。

「かわいいよ、玲菜」

「かわいくなんて……」

「怖いだけじゃないだろう？」

　まるで玲菜の身体の変化を知っているように言う、櫂の目はとても優しい。それに気づいて小さく頷くとその手が服の上から胸を触ってくる。

「かっ、櫂のバカっ！　そんなところ触らないで」

「やっといつもの玲菜に戻ったな」

「うるさいっ」

　少し安心したせいか、強気な自分が出てきたことに驚く。だが、それすらも櫂にとってはあたりまえのように受け止めているらしい。

　そのことが不思議でたまらず、櫂をじっと見る。

「こんなときに強がってる女なんて、嫌じゃないの？」

「どんなときでもおまえはおまえだろう。むしろそのほうがいじめ甲斐がある」

「信じられない……」

　笑いながらそんなことを言われ、予想外すぎて顔をぷいっとそらすのが精一杯だ。

　元也だったら機嫌が悪くなる一方だった。それなのに楽しげにからかってくるから、自然と気が抜ける。

「いい具合に緊張がほぐれてきた」

「えっ？」

「身体を強ばらせてたら感じさせられないからな」

（感じさせるって、私を……？　不感症なのに？）

　櫂の意図がわからないまま、首筋をなぞる舌に翻弄されて身体にぞくりとした戦慄が走る。まるで自分の身体が自分のものではなくなるようにふわふわとし、甘く蕩かされていく。

　そんな状況でゆっくりとブラウスのボタンが外されていく。下着姿なんてもう二度と男性に見せることがないと思っていたが、怖いと感じるよりも恥ずかしくてしかたがない。

　しかも、いつになく身体をじっと見つめられて余計に緊張してしまう。

「そっ、そんなに見ないで」

「おまえの肌は雪のように白いな。綺麗だ」

「ちがっ……」

「この肌にキスマークをつけたら、どれだけ映えるんだろうな」

　首筋をなぞりながらつぶやく櫂の言葉に動揺し、己の身体の変化にとまどう。くすぐったくて甘く蕩かされていくようなはじめての感覚に、玲菜は恥ずかしくてたまらなくなる。

　櫂から与えられるものはとても甘くて優しい。そんな玲菜をよそに腕を背中に回され、ブラのホックが外される。

　あっけなく晒された胸を腕で隠し、羞恥から逃れようとした。

「そんな恥ずかしそうな顔をしても俺を煽るだけだそ」

「煽ってなんかいないし……」

（どうしてこんなに恥ずかしいんだろう、私）

　えっちなんて相手が違っても同じだし、冷めているものだと思っていた。なのに櫂から伝わってくる情熱が、玲菜の間違っていた認識を壊していく。

　腕に触れる唇の熱さですら、本気で自分を求めていると伝わってくる。

「腕を外してみろよ。じゃなきゃかわいがってやれないだろう」

「だっ、だって……」

　とまどうしかできない玲菜の腕が身体から離され、あっという間に胸を露わにされていく。怖くてたまらず目を瞑るしかできず、自分の身体も熱くなっていることに気づいた。

「おまえはこんな綺麗な胸を隠していたんだな」

「綺麗なんかじゃないし、私は……」

「俺の言葉だけを信じろ。それ以外はなにも考えなくていい」

　櫂の手のひらが乳房を撫でるように優しく触り、その感触に驚いて顔を上げる。そこで彼が微笑んでいることに気づき、鼓動が早鐘を打つ。

　どこか余裕のある色気を含んだ表情に見蕩れていると、もう一度キスをされる。口腔に入ってきた舌が無遠慮に動き回り、玲菜の全身を甘く溶かす。

　その間に強弱をつけた絶妙な動きで胸を揉みしだかれ、心地よい快楽に身体が包みこまれていく。

（私の身体、おかしくなっちゃったの？）

　全身が蕩けるような極上の愛撫に支配されていき、身体の力さえも抜けていく。すべてが違いすぎるのはアルコールのせいに違いない。

　そう思おうとしても、圧倒的なテクニックのせいだと身体はもうわかっていた。

「やっと蕩けてきたな、玲菜」

「ふぁ……」

「もっとおまえを感じさせてやる」

　その言葉を皮切りに胸を揉みしだかれ、快感を知ったばかりの身体に気持ちよさが生まれる。と、首筋から胸にかけてを唇でなぞられてしまう。

「あっ……、んっ……」

　自分のものだとは思えないような声が口からあふれ、ぞくりとしたなにかがせり上がってくる。

「気持ちよくなってきたのか。いい子だな」

「私、感じてる……の？」

「これが感じるってことだ。怖くないだろう」

「うん……」

（もしかして、櫂は有吉くんの話を聞いて……？）

　ふと湧き上がった疑問──。だが乳頭を舌でなぞられて考える暇もなく、新しい愉悦が与えられる。

　むしろそんな玲菜の思考を読んだかのように、甘美で淫らに蕩かされていくようだった。

「なにも考えずに、おまえは身を委ねてろ」

「はぁ……」

「かわいくてたまらないな」

「ん……っ」

　双丘をゆっくりと昇ってきた舌が尖端を掠めながら乳暈をなぞり、全身にぞくりとした快楽がせり上がってくる。そのせいで小さな喘ぎが漏れ、羞恥に身体が火照出す。

　その反応に気をよくしたのか、唇に含まれた尖端をちろちろと転がされ、一際大きな波が玲菜の肢体を襲ってくる。

　まるで自分の身体を作り替えられているようで恥ずかしい。なのに、なにもかもが違う愛撫が、玲菜から恐怖を取り除いていく。

　疼くような甘く淫らな愉悦に翻弄されながらも、うっすらと目を開けてみる。尖端を甘噛みをする櫂の目が色気を纏っていた。

　それが女を狂わせるものだと感じていても、玲菜は己の変化を認められなかった。

（きっと泥酔しているせいよ！）

　意地を張ってお酒のせいにするが、ショーツが湿りを気帯びていることに気づく。恥ずかしいほどに変わっていく肢体に気づかれたくないのに、櫂の指先がストッキングに包まれた脚を淫らになぞってくる。

「やぁ……だっ、だめ……」

「どうしてだめなんだ」

「おかしくなっちゃいそうなのっ」

「おかしくなってもいいんだ。むしろそんな玲菜が見たい」

　意地の悪い声が耳に響きながらも言い返せずに、悔しくてぷいっと顔を背ける。なのにこの指に触れられるだけで身体が熱い。

　元也に触れられても嫌悪感しか持てなかったはずなのに、どうしてだろう。そんなことをぼんやりとした頭で考えているといつのまにかスカートを脱がされ、ストッキングごとショーツが引き下ろされる。

「だめ……櫂っ」

「だめじゃないだろう」

「だって恥ずかしい……」

　柔らかな下生えを繊細な指で掻き分け、秘芯を軽くなぞられるたびに身体がビクビクとのけぞる。くちゅりとした恥ずかしい水音が余計に玲菜を煽り立て、肢体を淫らにくねらせた。

「ココを触られてそんなに気持ちいいのか？」

「ちがっ……」

　卑猥な指でぐちゅぐちゅとかき回され、いつのまにか信じられないほどの愉悦が押し寄せる。羞恥で否定してみるものの、櫂から与えられる愛撫に溶かされていく。

　これがセックスと言うのなら知らないことだらけだ。そう思うのに櫂に与えられるなら不思議と怖くなかった。

「玲菜は本当にかわいいよな」

「かわいくなんかないわよ」

「その意地っ張りなところも、愛しくてしかたない」

「ひゃっ……」

（なっ、なに……これっ！）

　櫂の指が花芽を捕らえ、円を描くように捏ねる。それだけで無垢な身体は快感の渦に巻き込まれ、新しい蜜液が腿を濡らした。

「玲菜は感じやすいんだな」

「えっ？」

「こんなのは序の口だし、俺がもっと気持ちよくしてやる」

（じょっ、序の口!?　これだけでもすごいのに？）

　身体の変化についていくのもやっとなのに、櫂はさらに信じられない言葉をつぶやく。

「本当に、もういいからぁ」

「女の身体はしっかりと濡らさないと、気持ちよくしてやれない」

「でもっ……」

「俺がちゃんと教えるから、おまえはいままでの常識に囚われるな」

　まるで思考さえも奪うかのようにくちづけられ、もはやなにも考えられずに甘やかに蕩かされるしかない。そんな玲菜をよそに櫂の舌は身体のラインをなぞり、やがて下腹部にたどり着く。

　次の瞬間。櫂が脚の付け根に頭を埋め、蜜芯にくちづける。

「そんなところを舐めないで」

「気持ちよすぎて嫌なのか？」

「はっ、恥ずかしいの……」

　秘苑に甘い吐息が当たるだけでも気持ちいいのに、蜜襞を舌でもてあそばれ意識が朦朧とする。

　怖い──。だけどその先を教えてほしい。

　自分でも信じられないような気持ちが生まれ、玲菜は大いに困惑した。

「やぁ……んっ……」

「いい子だ、玲菜。もっと俺に感じろ」

　声を発しようとすればするほど喘ぎ声に変わり、無意識にシーツをつかむ。全身が汗ばむほど熱く乱され、とろとろに蕩かされてしまう。

「一度このまま達したほうがいいな」

「やっ……あっ……」

「そのほうが痛くないんだよ」

　ここまでだって未知の世界なのに、櫂はさらなる快楽を与えるかのように舌で秘部を丁寧に舐め、玲菜の全身に快感を教え込む。

　全身が甘く痙攣し、心地よい波にゆらゆらと揺蕩う。

（えっちって、こんなに気持ちいいの？）

　友人たちや雑誌の体験談では〝気持ちいい〟と聞いたことがあるけれど、苦痛でしかなかった玲菜は一部の女性の意見だと思っていた。なのに櫂によって導かれたのは、紛れもない快楽だった。

　とめどなくあふれている愛蜜ですら助長するものでしかない。

「やっ……やだぁ……」

「いい子だ。そのままイけよ」

「へん……身体があつくて……」

　ざらざらとした舌が小さな秘粒を包み込み、ゆるゆると扱くように蠢く。甘美な愉悦が全身を蹂躙し、玲菜の頬に涙がこぼれ落ちる。

「あっ……、それ、だめっ！」

「なにがだめなんだ？」

「おかしくなっちゃ……！」

　凄まじいほどの官能が無垢な肢体を襲い、淫らな悦楽に肢体がビクビクと震える。あっけないほど淫猥に達した蜜芯からようやく櫂の唇が離れ、玲菜は息を整えるのが精一杯だった。

「イったんだな。気持ちよかっただろう」

「わたし……どうしちゃったの？」

「玲菜が気持ちよくなったってことだ」

　自分は全裸であるにも関わらず、櫂が服を脱いでいないことに気づく。玲菜だけが痴態を晒してたことが恥ずかしくてしかたがない。

「どうした？　そんな顔をして」

「どうしたって……」

　顔をにやにやさせながら聞いてくる櫂を力なく睨む。が、まったく効果はなさそうだ。それどころか優しくキスをするからずるい。

「本当におまえは思っていることが顔に出やすい」

「悪かったわね」

「そんな玲菜がたまらない」

　いじわるなのに優しい櫂に翻弄されて呆然とする。そんな玲菜の頬を撫でてベッドから起き上がった彼は服を脱ぎ捨てる。

　この世のものとは思えないような引き締まった美しい肉体を惜しげもなく晒し、淫らに微笑む櫂を目の当たりにし、顔をそむける。うっすらと目に飛び込んだ男の象徴は、元也のものよりも逞しい。

（絶対に無理だよ……、どうしよう）

　櫂は嫌なら途中でやめてもいいと言うが、そんなことをしたら櫂の機嫌を損ねてしまうだろう。友人としての櫂だけは絶対に失いたくない玲菜は、怖くて震えることしかできなかった。

「玲菜、怖いなら怖いって言ってもいいんだぞ」

「そんなことないって言ったでしょ」

「意地っ張りな玲菜もかわいいけど、いまだけは俺に甘えてくれ」

「だから……っ」

　櫂がベッドに戻り、生まれたままの姿で抱きしめられる。鼓動の早さと体温の熱さを感じながら玲菜の頬に涙が伝わり、どうしていいのかわからなくなった。

　逞しい身体に包みこまれている感覚が、まるで守られているようでこそばゆくなる。

「おまえを傷つけるだけのセックスはしないから、俺にすべてを預けてくれ」

「櫂……」

「俺は玲菜とふたりで、気持ちよくなりたいんだ」

　指先で頬にこぼれた涙を拭われて顔を上げる。と、そこで微笑む櫂と見つめ合う。

「過去がどうとか関係ない」

「……っ！」

「だから強がらないで、俺に愛されてくれ」

　どこまでも優しくて強い櫂の気持ちに触れ、首を小さく縦に振る。それと同時にこの人を受け入れたいと、玲菜の中に眠る女の本能が目覚めていく。

「玲菜のナカに入ってもいいか？　大事に愛してあげるから」

　いままでこんなことを言われたことのない玲菜は、ただ驚愕する。けれど櫂の優しさが心を溶かしていく。

　泣きたくなるような嬉しさが胸にこみ上げ、恋に憧れていた頃の自分を思い出す。もう何年も前になくしたと思っていた大切ものを見つけられた気分だった。

　そこで櫂はベッド近くにある避妊具に手を伸ばす。そのしぐさがあまりにもセクシーで見惚れていると、彼はすでに勃ち上がっている灼熱の楔に装着した。

　──怖いけど、櫂ならば受け入れてみたい。

　指を入れられて場所から新たな蜜液があふれ、優しくほぐされて花開く。ほんの少しの決心がふたりを変えていくかのように、花壷の中に肉茎が押し入ってくる。

「ひゃっ……」

「痛いのか？」

「ちょっとだけ……。でも、大丈夫」

　圧迫感はあるものの痛みはほとんどない。そのことに安堵しつつ、それがどうしてなのか首を傾げる。

　蜜であふれている隘路をなじませるかのようにゆっくりと奥に侵入し、何度も甘いキスをされてあやされていく。

「あっ……ふぁ……」

「玲菜はこんなときでもかわいくてたまらないな」

「そんなこと……」

「必死にならないと、こっちが持っていかれそうだ」

　ゆっくりとした動きで櫂が腰を動かし、熱杭が媚肉を擦りつけてくる。それなのに密路は彼を受け入れ、玲菜は初めての感覚にとまどうばかりだった。

（どうして、あんなに大きいのが入っているのに痛くないんだろう）

　圧迫感に征服されているはずなのに、それすらも受け入れていた。

「玲菜のナカは少し狭いな。痛くないか？」

「大丈夫……みたい」

「それならいいけど、痛いなら俺の背中に爪を立てろ」

「ひゃっ……んっ……」

　口から漏れる喘ぎの声が止まらないまま、肉茎をぐいっとねじ込まれる。にも関わらず未知の快楽に生まれ、全身が甘く蕩かされていく。

　まるで櫂から与えられるものならばと自然と受け止めている身体に驚き、心地よい愉悦に痺れていた。

　少しずつ抽挿が速くなっていき、裂かれるような痛みに下腹部が覆われる。なのに櫂から与えられるのならばと、自然と受け止めていることに驚く。

　肉茎をぐいっとねじ込まれたにも関わらず、痛みだけではないなにかに肢体が包む込まれた。

「なに、これ！　身体がおかしいの」

「もっとおかしくなっていい。俺のかわいい玲菜」

「ふぁ……んっ……」

　肉槍が穿ちながら最奥に突き進むにつれ、痛みよりも甘い悦楽に肢体が翻弄されていく。まるで身体が麻痺してしまったかのように、これまでの知識が塗り替えられていた。

　何度もされる甘いキスですら、いまの玲菜には心地いいものに変わってしまう。

　隘路をこすりつけてくる熱杭が甘い快楽をもたらし、心地よい旋律で突き上げはじめる。セックスが気持ちいいとすら思えるなんていまだに信じられない。

　なのに櫂は何度も確かめるかのように玲菜の顔を見つめ、至るところにくちづけてくる。

「ふぁっ……んっ……」

「ここを突かれるのがいいんだな］

「ひゃっ……」

　ひときわ甘い声を放った場所を深い場所を的確に捉え、身体がびくんと跳ねる。どこかに飛んで行きそうな浮遊感に背中をしならせ、思わず背筋をしならせた。

　怖くてたまらないのに、しっかりと手を握られているだけで安心していく。

　なにも考えられずに目の前がちかちかとし、全身に電流のようなものが迸る。それと同時に白濁液が体内に注がれながら達し、しだいに意識が遠のいていた。






２　友人だったはずなのに、なぜか腹黒上司に迫られています








　翌日、目を覚ました玲菜はぼんやりとしたまま昨夜のことを思い出す。いつものバーで櫂と一緒に飲んでいた。そこまではいつも通りの展開だが、昨夜は信じられないことばかりが起きる。

　元也と再会したことだけでも衝撃的だったのに、なぜか友人である櫂と身体の関係を持ってしまった。それを思い出したせいなのか、玲菜は少し冷静さを取り戻す

（それにしても……櫂が私を好きだったなんて、じゃあ、私たち両想いってことになるの？）

　改めて考えると胸の奥が甘くくすぐったくて、とてもせつない気持ちになってくる。高校生の頃に憧れていた人と、両想いになれたことがたまらなくうれしい。

　──その気持ちと裏腹に、櫂とだけは恋人になりたくない気持ちが胸を締めつける。そう思うのは、玲菜の中に忘れたと思っていた淡い恋心が残っていたからだろう。

（とっ、とにかくここから逃げたほうがいいよね？）

　完全に思考がパニックになりながらも、玲菜はようやく自分が逃げたほうがいいと思い至りベッドから起き上がる。が、そこでシャワールームから腰にタオルを巻いている裸の櫂が出てきた。

（いっ、色気ありすぎ!?）

　部屋はほぼ密室だが、わずかな隙間から太陽が差し込んでいる。それなのに、信じられないほどの色香を醸し出している男に心臓が早鐘を打つ。

「やっと起きたと思えば俺を残して帰ろうとするなんて、いけない女だな」

「だっ……だって、もう私に用なんてないでしょ」

「つれないな。あんなに激しく抱き合ったのに」

「いっ、言わないでよっ！」

　昨夜のことだけでも信じられないのに、櫂が楽しげに笑いながらからかってくる。この調子では話にならないと悟った玲菜は、早く着替えを済ませて帰ろうとした。

　だが後ろから抱きしめられて、身動きが取れなくなった。

「はっ、離して……」

「玲菜が帰ろうとするからだろう」

「どう考えてもおかしいじゃない。櫂だって彼女はいらないって言ってたくせに」

　百歩譲って昨夜のことはその場の雰囲気だとしても、朝を迎えてしまえば一夜の夢で終わる。なによりも櫂とは友人のままでいたいし、自分の身体がどんなに変わっても自信がない。

「玲菜以外の女はいらない。そう言えばよかったか」

「そっ……そんなこと」

「おまえをそばに置くことができるなら、友人でもかまわなかった」

　櫂の本心をはっきりと聞かされ、ドキリとしてしまうが、こんな状況で聞かされてもいますぐには受け入れられないと思う気持ちがある。せめて事前に告げられていたら心の準備ができたのにと思う。

「でも、どうしていまになってそれを言うの？」

「そうじゃなきゃおまえは逃げるだろう」

　櫂の一言に図星をつかれて呆然とする。もしも櫂がはじめから玲菜を口説き落とそうとしていたら、この関係は成立してないだろう。

　まさにいまだから、こう言ってくるあたりに腹黒さを感じて気が遠くなる。

「こうなった以上は、かならず玲菜を俺のものにする」

「だっ、だから……っ」

　なんとか抵抗しようと振り返るが、その瞬間に唇を重ねられて言葉が紡げなくなる。しかも麻薬のようなキスは、アルコールが抜けた身体にも淫らに響く。

　口腔内で卑猥に動く舌先に翻弄されないようにもがこうとするが、そんな玲菜をよそに腰を抱きかかえて捕獲される。

「俺の恋人になってくれないか？　おまえだけを愛している」

「私は誰ともつきあう気がないし、恋人なんていらない」

「俺は玲菜しかいらない」

　昨夜までは友人でしかなかったのに、櫂があまりにも違いすぎてどうしていいのか分からなくなる。それ以前に誰ともつきあう気がないことは、彼だって知っているはずだ。

　それなのにまるで人が変わったかのように迫ってくるから、困り果てる。

「とにかく、この話はお互いに冷静になってからのほうがいいと思う」

「冷静になるも、玲菜が頷けばいいだけだろう」

「なんでそうなるのよ」

「俺がおまえを手に入れるからに決まっているだろう」

　いまいち納得できないのは話が噛み合っていないせいだと、玲菜は思う。が、いまはなにを言っても平行線を辿るだけだ。

　けれどこんなにも甘い朝なんて迎えたことがない。だからこそ困ってしまう。

「さて、もう一度セックスしようか」

「……しっ、失礼します!!」

　あまりにも露骨に迫られたせいでパニックになり、櫂の腕が少し緩んだ隙に踵を返して部屋を出る。それと同時に、目覚めさせてはいけない獣を目覚めさせてしまったようで困惑するばかりだった。

　

　

（なんで、こんなことになっちゃうの？）

　櫂の腕の中からなんとか逃れてホテルを出た玲菜は、胸を撫で下ろしながらもどうしてこんなことになったのかと考えを巡らせる。三年近くも友人でいたはずだし、恋愛に発展する雰囲気になったこともない。

　どうしてこうなったと思わざる状況。しかも元也と再会した直後であるだけに困惑せずにいられなかった。

　それよりも信じられないのは、櫂に抱かれたときに起こった自分の身体の変化だった。昨夜からいまに至るまで、ありえないことばかりが起こる。

　──困った。本当にどうしていいのかわからないよ。

　あまりにも恋愛経験が少ないので、こんなときの対処法すらも知らない。だからこそ玲菜が考えるべきことはたくさんあるらしい。

　なにもかも放棄してしまえたら楽になるのに、玲菜にとって櫂は特別な友人だった。

　

　

「谷川、今夜は俺と飯でも食いにいかないか」

　初めて食事に誘われたのは、櫂とふたりきりで残業をしていたときだった。あまりにも突然の誘いだったが、新入社員だった玲菜にとって櫂は頼りになる主任だったので、そんなに悪い気がしなかった。

「いいんですか？　部下を個人的に食事に誘っても」

「おまえは本当につれないよな。でも、そんな谷川だから楽しく酒が飲めそうなんだ」

「主任なら、ほかの女子社員を誘ってもみんなついてくると思いますよ」

「ほかの奴なら恋人になれるとか期待するだろう。俺は適当な相手とそういうことはしたくないんだ」

　笑いながらそんなことを話す櫂は、玲菜が知っている男性とは明らかに違って好感が持てる。元也は彼女がいても合コンに行っていたし、いつだってほかの女の子を平気で気にかけていたせいだ。

　玲菜だって彼氏よりも女友達といるほうが楽だったので、それに関してはケンカすることもなかった。だが、心の奥では失望に似た気持ちがなかったと言えば嘘になる。

　普段の玲菜なら会ってないとはいえ、元也の目が気になって断っていただろう。それなのにあっさりと言い切った櫂に興味が湧いたこともあり、誘いを受けることにした

　櫂が連れて来てくれたのは会社近くにあるレストランだった。昼間のランチタイムに何度か来たことはあったが、夜に来るのははじめてだった。

　一緒に来た同僚からこの店は昼間と夜間の雰囲気が全然違うと聞いていた。実際、昼間のナチュラルな感じとは全然違う、おしゃれな雰囲気に圧倒されたのを覚えている。

　そんな店で一緒にご飯を食べ、たわいのない話をした。

「また、飯に誘ってもいいか？」

「黙っていてすみません。実は私にはつきあってる人がいます。もう何ヶ月も会っていませんが……」

「友人としてだったら、別につきあっている奴がいても問題ないだろう。」

「……」

「返事は急がないから考えといてほしい」

　楽しい時間を過ごしただけに魅力的な誘いだった。が、断れずにいると、櫂がそんな提案をしてくる。本当はすぐにでも断らなくてはいけないとわかっている。

　だが、どこまでも玲菜の気持ちを優先してくれる櫂に、返事ができないままその日は終わった。

　程なくして元也から別れを告げられ、櫂の提案を前向きに考えられるようになった。その後再び飲みに誘われ、櫂との関係がはじまった。

　

　それ以降も友人という関係はずっと続いていた。──それなのに、昨夜のことが起こった。

　昨日はアルコールをかなり含んでいたからおかしなことになった。そう結論づけて、なかったことにしたい。

　何度もそう思おうとするが、真剣な表情で迫ってきた櫂を思い出して鼓動が速くなる。どうしてこんなにドキドキしているのかわからないが、友人のままでいたい。

　そんなことを考えながら家路につくが、櫂の真剣な瞳を思い出す。

（私、どうしたらいいんだろう……）

　恋人なんかいらないとずっと思ってきたし、ほかの男性に言い寄られたら迷わず決断できた。けれど櫂に言い寄られてしまえば、心が揺れ動く。

　思わぬ問題に直面したせいで玲菜は頭を抱えるしかなく、思い悩んでいた。

　

　

　数日が過ぎ、玲菜はなにごともなかったかのように仕事に集中していた。本来なら一刻でも早く櫂と話し合うべきだが、時折向けてくる色気のある視線に怯む。

　そうなってしまうと向き合うことすらできないので、結局は彼を避けることしかできなくなる。臆病すぎる自分に呆れていると、隣の席にいる亜依子に声をかけられた。

「ねえ、玲菜。いつまで主任を避けているつもりなの？」

「別に避けてなんか……」

「ごまかしても無駄よ。本当にじれったいんだから」

　呆れたような亜依子の口ぶりにムッと頬を膨らませる。が、いつまでもこのままにはしたくないという気持ちもある。

「そんなこと言われても……。って、私のことはどうでもいいじゃない」

「よくないから言うの。主任のようないい男を逃したら、もったいないよ」

「彼氏なんていらないし……」

　亜依子なりに玲菜を心配しての言葉だとわかってはいる。けれど、どうしても前に進む勇気なんてないので強がるしかできない。

「まぁ、あんまり玲菜を急かすのもよくないってわかってるけど、不器用すぎて見てられない」

「…………」

「それに、男は有吉のような最低な奴ばかりじゃないから」

　大学時代の玲菜を知っているからこその亜依子の言葉に胸が痛む。そもそも男性に失望していた玲菜に、最低な男ばかりじゃないと教えてくれたのはほかでもない櫂だった。

（逃げてたってなにも解決しないよね……）

　いつまでも平行線を辿っているわけにもいかないので、ちゃんと話し合おうと心に決める。たとえ櫂が自分に失望したとしてもしかたのないことだろう。

　そう思った玲菜はいてもたってもいられず、スマートフォンを取り出した。

　

　

　昼休みになり屋上へと足を運んだ玲菜は、櫂が来るのを待っていた。仕事中にメッセージを送ってしまったのは、社会人としてよくないとわかっている。

　だが決意した直後でないと、またうだうだと悩んでしまうだけ。なので、勢いでメールをした。

　そんなことを考えていると、櫂がこちらに近づいてくる。

「やっと俺を避けるのをやめたのか。いきなりメールを寄こして驚いたぞ」

「それは……、仕事中にごめんなさい」

「玲菜が俺と向き合う気になればそれでいい」

（そこは主任としてどうかと思うけど……）

　思わず突っ込んでしまったが、玲菜とふたりでいる彼はこんな感じだ。あんなに悩んだのに櫂らしい反応をされ、拍子抜けをした。

「で、話ってなんだよ」

「この間のこと……なかったことにしてほしいの」

「俺はなかったことにするつもりはないし、おまえと恋人になりたい」

　思っていた通りの答えだし、こうなったら自分の隠していたことを話さなくてはならない。そう覚悟を決めてうつむいた。

「私、えっちをしてもつまらない……感じない女なの」

「どういうことだ？」

「不感症だからえっちしてもつまらないって、元カレにずっと言われてたから」　

　櫂と向き合えばこの話をしなくてはならない。そう決めていたのに思った以上に心を抉られ、玲菜はうつむくことしかできなかった。

「俺はそうは思わないし、おまえだって感じていただろう」

「あれは、お酒に酔っていたからなの……」

　本当ならこんなことは言いたくなかった。けれど、櫂を納得させるには話すしかない。

「わかった。だったら俺が玲菜を感じさせるし、気持ちのいいセックスを教えてやる」

「なっ!?　なに言って……」

「それに俺は、おまえをかならず手に入れる」　

　意を決して告げた言葉なのに、あっさりとそんなことを言う櫂に驚かされる。同時にあの夜の感覚を思い出してしまい混乱した。

「私はこれからも櫂とは友人でいたいの」

「そんなに俺と友人に戻りたいなら、勝負しようか？」

「え!?」

　櫂の思わぬ提案に意味がわからず呆然とし、困惑する。

「玲菜が俺に感じなかったら友人に戻る。けれど、もしもおまえを感じさせたら俺の恋人になれ」

「なんで、そんなこと！　いままでの関係じゃだめなの？」

　身体の関係を持つことで恋人にしかなれないのなら、櫂に抱かれたりしなければよかった。そう思うとあの日の自分を悔いるしかない。

「玲菜が感じないのなら、この勝負はおまえの勝ちだろう」

「そうかもしれないけど、でも……」

「おまえが俺を避ける理由が感じないことなら、この勝負を受けて立てるよな？」

　顔を歪ませた櫂に怒りがこみ上げる。それと同時にその瞳にはあきらかに男の色香を漂わせていた。

　その挑発に乗ってはいけないと脳が警告する。けれど友人に戻れるなら、この勝負を受けなければならない。

「わかった。受けて立つから」

「いい子だ。なら、今夜はさっそく俺の部屋に泊まらないか？」

「なんで？」

「きっちり勝負をつけるなら、当然朝までだよな」

（これって、非常にまずい状況なんじゃ……）

　負けず嫌いに火をつけられて返事をしたが、引き返したほうがいいのではないかと心の中で思う。けれど意地を張ることしかできない玲菜は、この状況を切り抜ける方法を探す。

「私、その……」

「いまさらなかったことにしないよな」

「……だっ、誰がするものですか！」

「なら決まりな」

（って、櫂の挑発に乗ってどうするのよ！）

　気の強い性格が災いして後に引けなくなってしまい、己の迂闊さに呆れ返る。これでは櫂の思う壷でしかなく、落胆した。

　こうなってしまえばなにを言っても勝てる気がしない。そう思った玲菜はため息をつく。

「それはいいとしても、泊まってまでする勝負なの？」

「じっくり抱くには一晩ぐらいかかるだろう」

　玲菜にすればあの夜ですらセックスの時間が長く感じられたし、なにをもって櫂がそんなことを言うのか理解できなかった。

「最低な男しか知らない無垢な女だから、こんな反応をするんだろうな」

「え？」

　櫂の言い放った小声がうまく聞き取れずに首を傾げると、そこで頭を撫でられて優しく微笑まれる。その表情を信じることができたらよかったのだろうかと、胸がちくりと痛む。

「そんな顔をするな。なんでもないから」

「…………」

「玲菜を絶対に傷つけないから、俺にすべてを預けてほしい」

　──なんだかんだ櫂が変わったように思えたけれど、違うのかな？

　ふとそんなことを思うけれど、引き返せなくなっているのは事実なのでとまどうしかなかった。

　

（これでよかったんだよね……）

　部署に戻ってパソコンを立ち上げながら、ふと昼休みのやりとりを思い出してため息をつく。結局は勝負をすることになったが、以前のままの櫂だとわかった瞬間、迷いが生まれた。

　いつまでも避けているわけにはいかないとわかっているし、きっと櫂だってそう思っていたはずだ。それは明らかだったし、玲菜だってわかっていた。

　──なのに、恋愛が絡んだとたん臆病な自分が顔を出す。

　そんなことを考えたところで首を横に振り、必死で仕事に集中しようとしたところでこちらをじっと見ている亜依子に気づく。

「帰ってきてから情緒不安定なんだけど、なにかあった？」

「へっ!?　なっ、なんでもないよ」

「ふーん」

　いつから亜依子が自分を見ていたのかわからない玲菜は、ただ動揺する。が、長年の親友だからこそ見抜かれているのだろう。

「でも仲直りしたみたいで、よかったね」

「仲直り……って言うか、そんなんじゃないから」

「主任が明らかに機嫌がよくなってたら、誰だってわかるよ」

　避けていたことは認めるとしても、それで櫂の機嫌が悪かったと言われても困ってしまう。そう思いながらちらりと視線を向けると、部下と話している彼がいた。

　明らかなほど穏やかな表情は、午前中と打って変わって機嫌がいいと窺える。

（なんでそんなに機嫌がいいの？）

　昼休みに一緒にいた玲菜でさえ、とまどってしまうような晴れ晴れとした表情に胸がドキリと高鳴る。勝負のことはさておき、こんな顔をされてしまったらどうしていいのかわからなくなった。

「私は見守ることしかできないから、本当のところはわからないけれど」

「亜依子……」

「意地っ張りな玲菜から報告を受けるまでは、そういうことにしておいてあげる」

「ほっ、報告って……」

　まるでいたずらっ子のように目を輝かせている亜依子に小さなため息をつく。彼女がここまで推す人物は少ないし、元也にいたっては話を聞いただけで最低だと言い切った。

　だからこそ信頼できるのもあるけれど、こうも手放しに喜ばれるのも微妙な気持ちになる。

　なのにそんな玲菜の気持ちを知っているのか、亜依子はいたずらっ子のように微笑むだけだ。

（なんだか、本当によくわからないよ）

　玲菜は小さなため息をつきながらパソコン画面と向き合い、資料作りを再開する。けれど流されているような感じが否めず、途方に暮れるしかなかった。

　

　

　終業時間を迎え、玲菜は櫂のマンションに来ていた。というよりは、すでに先手を打たれて逃げられない状況だった。

（なんでこんなことになっちゃってるの？　本当に）

　黒を基調とした広い空間にセンスのよい家具が置かれた部屋は、どこからみても洗練された雰囲気を漂わせている。そんな室内で存在感を醸し出している白いソファーに座りながらやっぱりこの状況を把握できなかった。

「俺の部屋なんだから、楽にしてていいぞ」

「うっ、うん」

　──楽にしてていいと言われても、初めてなんだから。

　彼氏がいてもお互いの部屋に行き来することもなかったこともあり、困惑するしかない。そもそも櫂とは友人でしかないのに、元也より恋人らしいと思うのはなぜだろう。

　そんなことを考えていると、両手にマグカップをふたつ持った櫂がやって来る。

「酒は飲ませないから、カフェオレでいいよな」

「へっ!?」

「今日は酒に酔ってたなんて、言い訳はさせない」

「……っ」

　あの夜はお酒のせいにできたし、アルコールのせいで身体がおかしくなったのだからと言えた。そのはずなのに櫂の口ぶりが自信に満ちあふれているのはなぜだろう。

　そこで腰を抱きしめられ、びくりと身体を震わせる。

「ほら、これを飲んで落ち着けよ。玲菜のために用意したんだ」

「私の……？」

「俺はブラックだが、おまえは飲めないだろう」

　そう言われてみると櫂はブラックコーヒーしか飲まないので、配慮してもらえるのはうれしい。だが、それは玲菜がこの部屋にくる前提だったと思えば複雑だ。

　それとも、ほかにもここに訪れる人間がいるのだろうか。そんなことを考えて、ちらりと櫂を見た。

「いま、俺に対して失礼なことを考えてただろう」

「……っ、そんなことないよ」

「おまえは本当に嘘をつけない女だよな」

「滅相もございません」

　内心、どうして考えていることがわかったのだろうと思いながら否定する。しかも、至近距離に櫂の美しい顔があり、余計にドキドキしてしまう。

　元カレよりもずっと恋人らしい友人なんてありえないと思うのに、どうしてなのか居心地がいい。

「この部屋に連れてきた女は、玲菜だけだ」

「えっ……。でも、このカフェオレ……」

「前からおまえを連れてくるつもりだった」

「はい!?」

（この人……絶対に策士だっ！）

　しれっととんでもないことを言い出した櫂に呆然とし、確信犯だと思い知る。が、すでに捕獲されているので逃げることもできない。

　半ばあきらめの気持ちで渡されたカップに口をつけ、ほんのりとした甘さが気持ちを落ち着かせてくれる。ずるいと思うけれど、友人の時間が長かっただけに自分をよく知っているのだろう。

「ところで、時間がないと言っていたのに勝負しないの？」

「おまえ、そんなに俺に抱かれたかったのか」

「ちが……。でも……」

「おまえの元カレはろくでもない野郎だったんだな……」

「…………」

　結果的に自分のことを話したのだから、櫂がそう言うのもわかる。なのに、それ以上話を続けられなかった。

　腰をぐいっと引き寄せられていつのまにか抱きしめられる。手に持っていたマグカップが奪われてしまう。

「玲菜、おまえに本当の恋愛を教えてやる」

「でも、私……まだつきあうなんて言ってないから」

「いまはそれでいいし、勝負するんだろう」

　櫂の優しい目に誘導されて、首を縦に振る。勝負をするためにここにいるし、本当の恋を知りたいとも思わない。

　──なのに、どうして心臓が早鐘を打ち続けるのだろう。そんなことをぼんやりと考えたところで唇がゆっくりと重ねられる。

（なっ!!　なに……、このキスっ）

　わずかに触れ合っているだけなのにキスの甘さに驚く。お酒も入っていない状態なのに思考がふわふわとし、嫌だと思うどころかもっと触れてほしいとさえ思う。

　生まれてはじめて──いや、櫂に抱かれたときに感じた蕩けるような甘さ。元也とはあれほど嫌でたまらなかったのに、いまは自然とその熱さに翻弄されていた。

（キスもえっちも、相手によって全然違うの……？）

　だとしたらとんでもない勝負を受けてしまったのだろう。玲菜はいまさらながら自分の過ちに気づいた。

「このままベッドに行くか？」

「いえ、カフェオレ……飲みます」

　蠱惑的な笑みを浮かべて誘ってくる櫂から、反射的に逃げたくて口調がたどたどしくなる。

「残念だな。まっ、夜は長いもんな」

「やっぱり、こんな勝負はよくないよ」

「逃げようとするなら、いますぐ恋人にするけど？」

「そこは友人に戻る……でよくない？」

　無駄なあがきだとわかっていても抵抗せずにいられない。それほど自分の身体が変わってしまうことに不安がある。

　そう思いながらも冷静になろうとする。しかし、長い髪をもてあそぶ卑猥な指に翻弄され、落ち着くどころではなかった。

「ふーん、玲菜は勝負から逃げるつもりなのか」

「そういうつもりじゃないけど……」

「てっきり、怖くなったから逃げたいのかと思ったよ」

「怖くなんかないし、勝負だって絶対に負けない」

　完全に怯んでいたはずなのにそれを見透かされたあげく、挑発をされて負けず嫌いに火がつく。

（なんで、こんなときまで……。私のバカ！）

　思えば強気な自分が災いすることが多いし、いまだって引き返せない状況に後悔している。なのに余裕綽々と言った様子の櫂を睨みつけた。

「なら、いまからはじめようか」

「いいわよ」

（なんでそこで強気になるの？　ほんと最悪だよ）

　売り言葉に乗ってどうするんだと内心で焦る。けれど、そんな玲菜をさらに挑発するかのようにいじわるに微笑む櫂に怒りがこみ上げ、後に引けなくなった。

「本当に強気だな。玲菜は」

「うるさいっ！」

　──こうなった以上は怯んでいてもしかたないと意を決して、櫂を睨みつける。どこまでも意地を張り続けてしまう自分に呆れながらも、止められなかった。

　そこで立ち上がった櫂は、玲菜の身体をひょいと横抱きに持ち上げた。

「きゃっ、なっ、なに？」

「なにって、かわいい姫を寝室に連れて行くなら当然だろう」

「当然じゃなくて、降ろして」

「おとなしくしないと、キスで塞ぐぞ」

　さっきから櫂の脅し文句が甘すぎるのは気のせいだろうか。そう思いながらも、いつもより近い距離で彼を見つめる。

　何度も考えるが、やっぱり友人なのに元カレよりも恋人らしい。そして自分もまた、自然と元也より心を許しているのだろう。が、素直に認めるのも癪に触る。

「おとなしくするけど、恥ずかしいんだからっ」

「その恥ずかしさも快感になる」

「……そんなのいらないんですけど」

「いらないなんて言うなよ。ほんとつれないよな」

　愛し方と言われてもピンとくるものはなく、玲菜は首をかしげる。と、いつのまにか寝室に到着する。

　黒を基調とした部屋の作りはリビングとは同じだ。が、白いダブルベッドの存在感のせいか、薄暗い室内はほんのりと明るい。

　おまけに窓の外からはキラキラとした夜景が一望でき、女心がくすぐられる。普段は御曹司だと意識していないが、この部屋を見渡せば思い出さずにはいられない。

「すごい！　こんなに綺麗な夜景が部屋から見える」

「夜景が好きなら、もっといいマンションに引っ越すか？」

「はい!?　なにを言ってるの？」

「玲菜が俺の嫁になれば、そのくらいのことは簡単だ」

　笑いながらそんなことを言い出した櫂をじっと見る。そこで、抱き上げられていた身体を窓の近くで降ろされた。

「俺の嫁になればって、そんな簡単なことじゃないでしょ！」

「そうか？」

「そうかって……」

「おまえを俺のものにしたいし、いずれ結婚したいと思ってる」

「だからっ、それは……」

　つきあうことですら拒んでいるはずなのに、櫂は平然とそんなことを言ってのける。いくらなんでも本気だとは思えない。

　けれど腕を引き寄せられる形で抱きしめられてしまえば、そんな未来もあるのかもしれない。玲菜は自分の心が櫂に傾いていくのを感じ、困惑する。

「もしも、俺がおまえを感じさせたら……今度こそ信じてくれないか？」

「え？」

　情熱的な甘いささやきに鼓動が跳ね、櫂の本気を思い知る。だが、このまま流されたとしても恋愛に対しての恐怖感が拭えない。

　それ以前に櫂ならば、もっとふさわしい女性がいるのにと思う。が、自分を抱きしめる腕の強さから思いが伝わってきた。

「私……、櫂にそこまで思われるような女じゃない」

「どんなかたちでも、おまえのそばにいたかったぐらいなのにか？」

「そんな言い方はずるい」

　こんなに優しく求められたことがなかった玲菜にとって、すべてが驚きでしかなかった。だからこそ恋愛というものがどういうものなのか、わからずに答えすらも出せない。

　その瞬間、もう一度くちづけられてしまい鼓動が速くなってしまう。

「愛してるんだ、玲菜」

「……っ」

　どこまでも卑怯なほどの甘い言葉に耳を刺激され、優しい手に導かれてベッドに寝かせられる。絡めた指の熱さに翻弄されながら、抗いたい気持ちと櫂を信じてみたい気持ちが揺れ動く。

　櫂の身体が己の身体を組み敷き、玲菜のウエーブがかかった毛先に指を絡めた。

「出会った頃より、長くなったな」

「そう、かな……。ずっと切らなかったけど」

「おまえが会社に入社してから、ずっと見て来たんだ」

　髪を触られただけで身体がぞくぞくと震えるなんて、こんな経験は初めてだ。しかも、嫌ではないどころか心地いいとさえ思う。

　不思議な感覚でしかないはずなのに、心のどこかがきゅんと疼いた。

「玲菜……」

　せつなげな声で名前を呼ばれ、唇が重なり合う。けれど、すでに甘いキスになれてしまったのか難なく受け止め、差し込まれた舌の熱さに翻弄される。

　くちゅりとはしたない水音が耳朶に届き、恥ずかしさに煽られていく。

（いやじゃないんだけど……あの夜の感覚はお酒のせいじゃないの？）

　ここに来て脳裏に浮かんだ疑問が確信へと変わっていき、玲菜はその答えにたどり着く。

「ふぁ……んっ……」

「いい子だ。そんなにキスが気持ちよくなってきたのか」

「ちがっ……」

「なら、もっと気持ちよくしてやる」

　意地悪な声が響いたかと思えば、再度唇を押しつけられて舌でこじ開けられる。信じられないほど大胆で淫らなのに、玲菜を溺れさせるには十分だった。

　服の上から胸を触られていても、もはや嫌だとは思えない。その代わりに羞恥がこみ上げてしまい、逃れたくてしかたがない。

「ずいぶん気持ちよさそうな表情だな。キスだけで感じたのか？」

「ちがっ……」

　いじわるげな表情をする櫂の言葉を否定したい。なのに耳朶を軽く食まれただけで、身体が淫らに変化してしまう。

「こんなにかわいくて素直な身体なのに、もったいないよな」

「え？」

「玲菜は不感症なんかじゃない。むしろ男が最低なんだ」

（だって、私の身体がおかしいって言われたのに？）

　玲菜は櫂の言葉が信じられずに身体を震わせる。

「なにを言われて傷ついてきたかは知らないし、聞く気もない」

「…………」

「思い出せなくなるまで蕩かしてあげるから」

　その言葉が引き金となり、玲菜の頬に涙の雫がこぼれ落ちる。それと同時に櫂の指先で拭われ、おでこにキスをされる。

　それが玲菜の心と身体を溶かし、甘く包みこまれる感触に身を委ねた。

「まだ、つきあうとかはわからないけど……いいの？」

「いまはそれだけでもかまわない」

　まるで縛りつけられていた枷が解かれたように心までが軽くなると、服の上から身体のラインをなぞられていく。

　白い首筋を卑猥な舌でなぞられながら、服を丁寧に脱がされていつのまにか下着姿にされてしまう。

「玲菜、部屋を明るくしてもいいか？」

「……っ、だめに決まってるでしょ」

　あまりにも恥ずかしい提案に即答するが、舌打ちをされて微妙になる。さっきまでの櫂はどこに行ったのだろうと疑問を持つ。

「しょうがないから、今夜はこのままでいいか」

「しょうがないってなによ」

「玲菜が素直になれば、意味を教えてやる」

　あれほど情熱的に口説いてきたはずなのに、一転していつもの櫂に戻っている。それがおかしくて身体の力が抜けていき、あっという間にブラのホックが外された。

「……あんまりやらしい目で見ないでよ、櫂のバカ」

「こんな綺麗な身体を見て欲情しない男はいない」

「はっ、恥ずかしいんだからやめて」

「恥ずかしいのが快感なんだろう」

　煽られれば煽られるほど身体が無条件に反応し、信じられないほど変化する。そんな状況に驚きつつも、櫂の言葉が正しいようにも思えてならない。

　なのにどうしてもいじわるだと思ってしまうのは、卑猥な視線で胸を凝視されているからだろう。情欲に濡れた男の瞳に無垢な素肌が晒されれば、全身が羞恥に染まってもおかしくなかった。

　無骨な指が首筋から鎖骨をなぞり、やがて胸へとたどり着く。頑なに閉ざされていた蕾が花開いた瞬間、玲菜の身体は甘く蕩かされていた。

「やっ、やだぁ……」

「そんなに気持ちよさそうな顔をして、なにが嫌なんだ」

「だって、恥ずかしいの……」

「ってことは、嫌じゃないんだろう？」

　認めてしまうのが怖くて首をぶるぶると横に振って抵抗する。なのに胸を揉みしだかれただけで新しい愉悦が全身を包みこむ。

　あの夜の感覚に支配され、玲菜はもうお酒のせいで自分の身体が変化したわけではなかったと認めるしかない。

（私……、有吉くんに身体を触られるのが嫌だったんだ……）

　櫂ならいいのかと聞かれれば答えは出せないが、元也に対して拒絶反応を起こしていたとわかる。こんなときに気づくなんてありえないが、それでもわだかまりが解けていくことで気持ちがだいぶ楽になった。

「私……身体がおかしくなっちゃったのかも」

「玲菜はおかしくなんかないだろう」

「だって、嫌じゃなくて……その……」

「だったらこれはどうだ」

　少年のようないたずらな笑みを浮かべながら、卑猥な舌先が乳首をゆっくりと滑べる。

「あっ！……」

　感じないと思い込んでいた原因を知ることによって、より素直に甘美な愉悦を欲しがる。そのせいで驚くほど肢体が反応し、痙攣を起こすほどの快楽に身悶えるしかない。

　強弱をつけながら胸を揉まれ、乳首を舌で転がしてくる櫂に翻弄される。それだけで自分が淫らになってしまったようで恥じた。

「玲菜の身体は本当に素直なんだな。こんな身体じゃ愛情のない男に開くはずがない」

「わたし……」

「ほら、もっとおかしくなってもいいから俺に感じろ」

　櫂の指が肢体をなぞるだけで熱く蕩け、ショーツがじんわりと甘い蜜で湿り気を帯びる。そんな自分に呆れ果て、櫂に知られないようにと心で祈りながら悦楽に抗おうとした。

　舐めしゃぶられた胸の尖端が淫らに色づき、赤く尖る。

「いやらしくて綺麗な眺めだ」

「んっ……」

　乳頭を指で弾かれ、その熱さに自分のものとは思えないはしたない声を漏らして背中をのけぞらせる。その瞬間櫂の腕に抱きとめられてショーツが脱がされ、一糸纏わぬ姿にされてしまう。

　そこで体が離れると、櫂もまた服を脱ぎ捨てて引き締まった肉体を見せつけてくる。

　神々しい男の身体を目にしているはずなのに、不思議と怖くない。それどころか鼓動が大きく高鳴り、身体を熱く震わせた。

「怖くなくなったのか？」

「ちょっと……、でも大丈夫」

「いい子だ、玲菜」

　本当は怖くてたまらないし、臆病な自分がここにいる。けれど櫂が優しく微笑むだけで気持ちが穏やかになるのを感じてしまう。

　それが不思議でたまらない中、再び自分に覆い被さってきた櫂に見つめられて鼓動が大きく跳ねた。

「玲菜はかわいくてたまらないな」

「いきなり、そんなふうに言うなんてずるい」

　ずっと勝負をしかけられていたはずなのに、ここに来て本気で告白をされるとは思ってなかった。それどころか、すでに勝負はついていると認めるしかない。

「怖がらないで俺のものになってくれ」

「本当に私でいいなら、しょうがないな……」

（恋人なんかいらないと思ってきたのに……）

　櫂の熱情にほだされたのか、それとも変わりはじめた身体のせいなのか──。それすらもわからず櫂の瞳を見つめる。

　玲菜だって本当は誰かに愛されたかった。心からの叫びがあふれ出す。

　つきあうことで櫂が変わってしまうことが怖い。でも、櫂に愛されてみたい。

　そんな女心が頑なだった玲菜を溶かし、静かに頷く。その瞬間、額を指で弾かれた。

「玲菜がいい。おまえ以外にほしいものはない」

「……バカ」

　唇を重ね合わせ、口腔に入った舌にくすぐるように深くゆっくりと支配される。密着した肌が汗ばむほど強く抱きしめられながら、玲菜は友人から恋人になることでなにが変わるのかと不安になっていた。

　そんな玲菜を安心させるかのように心底嬉しそうな顔をする櫂にドキドキする。

「ちょ……、いきなり」

「かわいい恋人を抱きたくなるのは当然だろう」

「ひゃっ……んっ」

　耳朶を軽く食まれたせいでひときわ甘い声を放ち、強烈な官能が玲菜の肢体を翻弄する。　次から次へと未知の愉悦に襲われ、腿に容赦なく切っ先を押しつけられた。

　なのに櫂は愛撫をする手を緩めることなく、玲菜の中に眠っている女の本性を引き出す。

すっかり昂ぶっている下半身から蜜液がこぼれ、櫂の怒張を濡らしていく。

「本当はずっとここを濡らしていたのか？」

「ちがっ……」

　灼熱の楔がぐにぐにと腿の内側を刺激し、櫂はニヤリと顔を歪ませる。その表情で勝負なんて言っておきながら、こうなると予想していたのだろうと推測した。

（本当に策士なんだからっ）

　櫂の性格を知っているのだから、もう少しまともな抗い方ができたはずだと考える。けれどすでに遅く、翻弄されるばかりだ。

「やぁ……それ、だめ」

「だめじゃなくて気持ちいいだろう」

　じらすように胸を揉みしだかれ、脳内が真っ白に染め上げられていく。まるで玲菜から思考さえも奪い去るかのように、淫らに四肢を絡ませ合いながら赤く色づいた尖端を舌でなぞられた。

「ひゃっ……」

「乳首を舐められるのがそんなに好きなのか」

「櫂のせい……だからっ」

「なら、玲菜にはもっと淫乱になってもらおうか」

「信じられないっ」

　顔をニヤリと歪ませながら愛撫を施され、全身が食べ尽くされそうな勢いで乱れていく。下腹部に伸びた淫らな指が和毛をもてあそび、蜜でぬめった浅い場所をなぞっていく。

「やっぱり濡れてるな」

「あっ……」

　くちゅりと濡れた音が耳に響き、玲菜は羞恥から涙がこぼれ落ちる。冷めるどころかどんどん熱くなる熱情に身を焦がしながら、どうにか自分を保とうと必死だった。

「淫らな玲菜を見せてくれないか。俺しか知らないありのままのおまえを」

「恥ずかしいから……」

「なら、勝手にもっと乱れさせるから覚悟しろよ」

　耳元で勝手にささやかれた声に鼓動が高鳴ると、耳朶を食まれてちゅっ、ちゅっと顔中にキスをされる。

　どこまでも甘やかしてくる櫂の舌が首筋をなぞり胸元に降りてくる。離さないというように腰をしっかりと抱きかかえられているせいで、より密着していることを意識してしまう。

　乳暈をもてあそんでいた舌が腹部をたどり、秘めやかな場所を暴くように割れ目をなぞる。襞に沿って動く唇が淫猥すぎて、玲菜は気が遠くなるほどの愉悦に甘く蕩かされていく。

「やっ……、だめっ……」

「だめじゃないだろう」

「だって、おかしくなっちゃ……ひゃっ……！」

　花襞をなぞっていた舌が小さな秘粒を包みこみ、円を描くようにゆっくりと舐め回され、痙攣のような快楽が全身を支配する。それだけで恍惚とした悦楽が脳内で弾け飛び、蜜液で濡れたシーツの冷たさに戦いた。

「だいぶ濡れてきたから俺を受け入れられるな」

　霞んでいる脳内に響く甘い声に反応し、意識が朦朧としたところで手が握られてる与えられる優しいぬくもりが、まるで心までをとろとろに溶かしていくようだった。

　そこでやっと秘処から唇が離れたのだと気づき、玲菜は浅く呼吸をする。うっすらと目をあけると、避妊具を装着している櫂の姿が見えた。

「かわいかったよ、玲菜。本当に最高だ」

「そんなこと、ない」

「おまえが欲しくなりすぎて狂ってしまいそうだ」

「バカっ」

　耳元でささやかれる言葉があまりにも恥ずかしすぎて、櫂からぷいっと顔をそらす。けれど、そんな玲菜におかまいなしで、キスをしてくる彼から逃れられる術がない。

　そこで身体を抱きかかえられて、秘処に押しつけられた肉茎の大きさに一瞬だけ怯む。だが、抱きしめられている腕がとても逞しく感じた。

「痛くないか？」

「大丈夫みたい……」

　あんなに痛みがあったはずなのに、蜜がたっぷりと潤っているせいで痛みはほとんどない。なのに一気に進めるどころか、玲菜の様子を見ながら少しずつ腰を動かしてくる櫂に驚いた。

「自分の身体が不感症じゃないとわかっただろう」

「え!?」

　信じられない櫂の言葉に驚いて、彼を見ると穏やかな表情をしている。

「これからもっといやらしい身体になるかもな」

「なっ……なっ……」

「俺が玲菜のすべてを変えるから安心しろ」

（あっ、安心しろと言われましても……）

　狭い隘路にびっちりと圧迫した状態で安心もなにもない。そう言いたいが、甘美な愉悦に全身が蕩かされてしまい言葉が出ない。

　突き上げてくる旋律に甘くしびれて、玲菜は汗ばんだ肌を押しつけてしまう。

「あっ……ふぁ……」

　未知の快楽が玲菜を翻弄したまま、抱きかかえられた腰を揺さぶられる。そのせいで肉襞がこすれて新しい刺激が生まれていく。

（こんなの……知らないっ……）

　肉厚な舌で耳を舐めしゃぶられるだけで、なにがなんだかわからなくなる。

「俺もすごく気持ちいい」

「ふぁ……」

「おまえ以外の女を抱きたくないぐらいだ」

　その言葉を証明するかのように灼熱の楔が徐々にスピードを上げて、玲菜のナカを穿つ。そのせいで尖端が櫂の胸板にこすれておかしくなりそうなほど、肢体が熱く震えた。

　昂ぶったままの剛直がずんと深い場所を突き、抉るように抽挿する。

「ああ……んっ……」

「もっともっと、玲菜は俺だけに感じていればいい」

　耳を食まれながらささやかれた言葉が引き金となり、全身が熱く震えていまにも達しそうになる。そのたびにゆらゆらとした波に漂い、白い喉をのけぞらせた。

　収斂する膣内で激しく穿たれたせいで達してしまい、白濁液が注がれる。肌を密着させながらキスをくり返し、玲菜は櫂にもたれかかったまま意識を手放した。






３　変わっていく身体に翻弄されて








「ちょっ……。いいかげんに起きないと会社に遅刻するから離して」

「別にいいだろう。なんなら有給を取ればいいし」

「また、そんなことを言って……」

　付き合い出してから二週間が過ぎ、玲菜は櫂のマンションで朝を迎えていた。

　昨夜は平日に関わらずふたりで飲みに行く……。ここまでは友人の頃から時間が合えば一緒に過ごしていたので問題はない。

　恋人になったことをあまり意識していなかったせいで、気がついたらベッドに拘束され、出勤前にも拘らず甘い誘惑をされている。

「とにかく離してくれないと、朝食が作れない」

「もう少し寝かせろよ。セックスするぐらいの時間はあるだろう」

「ない！」

　どこに隠していたのかと困惑するほど、肉食系な彼に翻弄されている。出勤前から甘い時間を過ごすわけにもいかないので、わずかに腕が緩んだ隙に起き上がった。床に散らかっていた服を手に取ろうとした瞬間、背後から抱きすくめられてしまう。

「だから……時間がないんだから」

「朝起きたら、まずはキスだろう」

「バカっ……」

　文句を言いたくても甘いキスで唇を塞がれてしまえば、甘く蕩けるような時間に変わってしまう。それが悔しくて流されないようにと、自分を窘めるしかない。

「おはよう。俺のかわいいお姫様」

「も、もう……。ごはんを作るから早く起きてよね」

　朝から蕩けるように甘やかしてくる櫂にとまどいながらも、冷静になろうと顔を背ける。が、このまま翻弄され続けていたら身が持たなくなりそうで困り果てていた。

　

（なんで私……、こうなるのがわかってて櫂の部屋に泊まったんだろう）

　寝室からキッチンへと移動して冷蔵庫をチェックしながら、誘惑に負けてしまった自分に呆れてため息をつく。しかも三日前の休日もこの部屋で過ごしていたので、櫂と会う頻度は格段に増えた。

　会社では毎日会っているのにと思い悩むが、友人のときでも櫂から誘われることが多かった。その延長戦で飲みに行くのならまだしも、決まってマンションに連れて行かれるのはどうなのだろう。

　あまりお酒を飲まないようにしているのだが、櫂がしきりに薦めてくるのでついつい飲んでしまう。そのくり返しで、気がつけば身体を重ねている。

　いまになって後悔するのだが、結局は櫂の思う壷だ。そんなことを考えながら余り物の野菜でサラダを作り、卵とベーコンを乗せた食パンをフライパンで焼く。

　自分が彼氏のために朝食を作るなんて想像もできなかったし、元也に関しては彼の部屋に行ったことすらなかった。そんなことを考えていると、寝室からやって来た櫂がキッチンに入ってくる。

「いま、手が離せないからこっちに来ないで！」

　入ってくるなり玲菜をかまおうとするのが容易に想像できるため、あらかじめ釘を刺しておく。が、ニヤリと顔を歪ませている櫂の様子から、玲菜を困らせようと企んでいるのは明白なので先手を打つ。

「俺の恋人はつれないよな」

「櫂が邪魔をするからでしょ」

「おまえがかわいすぎるのがいけないんだろう」

「そういうのはいいから、とにかくソファーに座ってて」

　呆れるような言い訳になんとも言えない気分だが、隙あれば狙ってくる恋人に厳しくしなければならない。会社にいるときは頼りがいのある上司なのにと思うと、ギャップがありすぎる。

「やっぱり玲菜は、いい嫁になれるな」

「そうかな？」

「いつでも俺の嫁になれるって話だ」

「……はいはい」

　朝食を作っていても、甘い言葉を囁いてくるので気が休まらず、できあがった料理をお皿に盛りつける。その間にもコーヒーの準備も整い、どうにか間に合いそうなので一息をつく。

　そこで背中から抱きしめられてしまう。

「ちょっ！　邪魔しないでって言ったじゃない」

「飯の支度は終わったんだろう。だったら邪魔はしてない」

　たしかに邪魔はしていないのだが、腑に落ちないのはなぜだろう。そう思いながらも櫂の腕を振りほどけない自分がいた。

「ちょっとだけならこのままでいても……いいよ」

「玲菜が素直になるとたまらないな」

「そっ、そうしないと会社でも迫ってくるから」

　口からぽろっと出た言葉に言い訳をするが、抱きしめる腕が強くなってしまい逃げられなくなる。結局、自分が櫂に甘くなっているのは恋人だからだろうか。

　玲菜はそんな思案を巡らせながら、彼のぬくもりに包まれていた。

「なぁ、このまま……」

「しない！」

「即答だな、本当に」

（少し気を許せば、これなんだから……）

　櫂が言おうとしている言葉が容易にわかるので、絶対に流されてはいけないと自分を窘める。

「櫂が変なことを考えているからでしょ」

「玲菜を前にしたらこんなもんだろう」

「それより、早くしないと会社に遅刻するから」

「わかったから、そんな顔をするな」

　頭を撫でながら優しい顔をする櫂の表情に、心臓がドキリと跳ねる。これが毎日だから困ってしまうのだ。

　結局負けたような気持ちになるので、悔しくてたまらない。なのに櫂の腕をすり抜けるぐらいの抵抗しかできなかった。

「そうだ。今日、仕事が終わったら、なにか予定が入ってるか？」

「ううん、別に用事はないけど」

「仕事が終わっても、会社にいてくれないか。手伝ってほしいことがあるんだ」

　残業を言いつけられたのだが、なぜ社内で言うのではないのだろう──。その疑問が頭を駆け巡り、玲菜は眉を顰める。

「いい、けど……、手伝いってなんなのよ」

「そのときに話す。それより、飯を早く食って会社に行くんだろう」

「うん……」

　いくら言っても玲菜をかまいたがっていた櫂が、急かすように席に着く。それを不審に思いながらも、なにを企んでいるのだろうと訝しがる。

　しかしそれを聞く間もなく朝食になってしまい、椅子に腰かけて朝食を摂る。

（櫂が真面目に会社に行く気になったんだから、いま聞かなくてもいいか）

　先ほどまでのケダモノが一転し、上司の顔つきになったことに安心する。そのせいで残業の理由を聞けないまま、玲菜は朝食を食べ終えてから会社に行く準備をした。

　

　

　会社に出勤すると同時に女子更衣室に到着した玲菜は、どうにか遅刻をしなかったことに胸を撫で下ろす。そこで亜依子がいることに気づき、彼女に近づいた。

「おはよう、亜依子」

「おはよう……。って、また彼氏の部屋に泊まったんですか!?」

「泊まったじゃなく、帰れなかったの」

「やるな、主任」

　他人事のように笑っている亜依子に怒りがこみ上げる。つきあいはじめた当初は隠していたが、翌日には部署内に広まっていたので、隠すに隠せなかった。

　そのせいで泊まった翌日は亜依子にからかわれることが恒例になり、気が休まる暇もない。

「やっとあの男から玲菜を救うことができる相手とつきあいはじめて、私も肩の荷が下りたわ」

「あの男って言い方は微妙だし、いまはいまで問題があるというか……」

「いいじゃない、愛されているんだもん」

　亜依子の言う『あの男』が元也のことだとわかり、複雑な気分になる。元也とは全然違う付き合い方に翻弄されるばかりだし、まったく別物という感覚だ。

　しかも現在は櫂に手こずっているので、気持ち的には問題は大きくなっているぐらいだ

　もっとも元也のときは、問題とすら認識できない精神状態だったのだが……。

「愛されてるって……、そんなんじゃないのに」

「私からすれば十分愛されてると思うけど……」

「そんなことはないわよ」

　愛されていると言われればそうなのかもしれないが、櫂に手を焼いているせいで困ってしまうことが多いので腑に落ちない。それよりも気になることがあった。

「そう言えば、どうして亜依子は主任に対しての評価がそんなに高いの？」

「それは上司だから……じゃ納得しないよね」

「あたりまえじゃない」

「玲菜の気持ちもわかるけど、私が話していいのかわからないからな」

　なにやら考えこんでいる親友の様子が不審だが、聞いてはいけない雰囲気がある。それに加え、始業時間が迫っている状況では聞くに聞けないままだった。

　

　

　就業時間となり、パソコン画面と向き合いながら玲菜は今朝のことを考えていた。櫂にしても亜依子にしてもなにか隠しているようにしか思えてならない。

　だからこそ余計に頭の中でぐるぐるとしてしまい、そのたび仕事に集中しようと自分を窘める。

（亜依子がそう言う気持ちはわからなくもないんだけど……）

　元也と比較して櫂がまったく違うことは理解できる。現に元也とつきあっていた頃よりも幸せだ。

　会社では有能な上司であることは変わらないし、その気持ちはわかる。　

　けれど亜依子にからかわれることが悔しくて、隙あらば迫ってくると愚痴をこぼしてしまう。本当は櫂のそばにいることを幸せだと感じているのに、どうしても素直になれなかった。

　そんな風に玲菜が愚痴をこぼしているにも拘らず、彼女がどうしてここまで櫂を評価するのだろうと疑問に思ってしまう。

　

　一日中もやもやとしながら終業時間を迎え、社員たちが帰って行く中、玲菜はひとりで櫂が来るのを待っていた。

（なんで、意味もわからないのに櫂を待っているんだろう……）

　上司命令だと言われたらしかたがない。が、社内で残業を言い渡されたわけではないので、帰っても問題ないだろう。

　そんなことを考えてみたが、結局自分はここにいる。それを不思議に思ったところで、櫂が部署に戻って来た。

「いい子で待っていたか。なら、一緒に来てほしい」

「来てほしいって、どこに行くの……」

「そこに着いたらちゃんと教えてやるから、待ってろ」

　ここに来ても理由を教えようとしない櫂に不満を抱く。が、結局ついていくことしかできないので大人しく彼を追いかける。

　依然として、櫂がなにを考えているのかわからない。

「これから行くところは、他の社員には秘密な」

「えっ!?」

「会社の秘密事項……ってところかもな」

「……意味がわからないんですけど」

　会社の秘密事項であるなら、どうしてそれを自分に言ってくるのかわからない。そう思いながらも櫂について行くと、そこは社員たちがめったに入ることがない倉庫だった。

　予想もしなかった展開に驚いていると、櫂がその中にある部屋の鍵を開ける。

「ここって……？」

「『Ｍａ　Ｐｅｔｉｔｅ　ｃｈéｒｉｅ．』のデザイナーが使っている個室だ」

「はい？　あのえっちな下着をデザインしてる？」

「えっちな下着……。まぁ、一般的にセクシーランジェリーはそう言われるよな」

　苦笑しながらつぶやく櫂の様子に困惑する。ものの、どうしてそんな場所に自分を連れてくるのか、まったく意味がわからなかった。

「でも、なんで櫂が私をこんな場所に連れてくるの？」

「そりゃデザイナーが俺で、おまえが立ち上げるきっかけになった最愛の女だからだ。それだけで理由になるだろう」

「はい!?」

　笑いながら種明かしをするように平然としている櫂をよそに、玲菜の脳内は混乱しっぱなしだった。それどころかどうしてこうなっているのかと困惑し、隠し事をされていた気分になる。

「どうして、いままでそれを隠していたの？」

「おまえを手に入れるまでは言わないつもりだった。それに下着姿の玲菜に欲情しない自信がなかったからだ」

「その理由って……どうよ」

　自信たっぷりに言い放つ理由に、頭がくらくらとする。

「ちょっと待って……、立ち上げたのって二年前じゃない」

「玲菜がこの会社に入社したときから、俺の理想の美しい身体だと思ってたんだ」

「へっ!?」

（なっ、なにを言い出すのよ!?　この人──）

　いきなりすぎて、内心つっこまずにはいられない。

「それもあるが、昔、駅でよく見たいつも友人たちに囲まれて笑顔だったおまえを思い出してな」

「え……？」

　高校時代の話をしたことがなかったので、櫂は覚えてないだろうと思っていた。それなのに、どうしていまになってその話が出るのかわからなくて、呆然とする。

「覚えてたんだ」

「そりゃ、かわいいなと思ってた女だったら忘れないだろう」

「そんなことを言われても……」

「それなのに、再会したおまえから笑顔が消えていたから、その理由が知りたくてずっとおまえを見ていた」

　ネタばらしをするように話はじめた櫂に驚き、玲菜は黙ることしかできない。

「仕事に対して真剣で、人にもかわいがられる性格も変わってない。それなのにどこか怯えている様子だから目が離せなくなった」

「そんなことはないし、櫂は私を買い被りすぎだよ」

「守りたいと思ったのも、その頃からだ」

　あまりにも真剣な瞳でそう言ってくる櫂から咄嗟に顔を背けながらも、冷静でいられる自信がない。その理由が元也とつきあう前に櫂と話せる機会があれば、間違わずに済んだ気がしたからだ。

　こんな未来が待っているとも知らなかったし、いまさらでしかないのだが。

「だから……っ」

「俺にここまで言わせるなんて、玲菜だけだぞ」

（そういうのが聞きたいわけじゃないからっ）

　衝撃的な事実を打ち明けられたあげく、あまりにも話が噛み合っていない。そのせいで玲菜は頭を抱える。

　友人だと思っていたのにと考えただけで、置いてきぼりにされたような気持ちが強い。だからこそ寂しいと思ってしまい、事実を受け止めきれなかった。

「もし、俺が下着デザイナーだと打ち明けていたら友人でいられたか？」

「え？」

「男に恐怖心を抱いたまま、セクシーランジェリーのデザインなんかしている俺を受け入れられたのかと聞いてるんだ」

「それは……」

　ふいに自分の心の核心に触れられたような気がして、玲菜は黙り込む。それどころか一度だってそんな話をしたことがないので驚くしかない。

「おまえの過去については聞く気もないし、知ったところでどうにもできない」

「……っ」

「けれど玲菜がそれに苦しむなら、俺がすべてを取り除いてやるから」

　思いもよらなかった話に自分がどれだけ大切にされていたかを知る。それと同時に櫂がずっと友人でいてくれた理由に気づいた。

「それはわかったけど、どうしてずっと隠していたの？」

「正体を公にするといろいろめんどくさい。でも、おまえに隠してたのは別の理由だ」

「別の理由って……」

「おまえには俺の口から言いたかった」

「もっ、もう……。本当にずるいんだから」

　さっきまで悲しい気持ちになっていたが、櫂の本心を知っただけでこんなにも心が穏やかになる。そう思うのはおかしいのかもしれないが、しかたないという気持ちになってしまう。

　自分は櫂に流されているようにも思えてならないが、それでも女心を揺さぶるには十分だった。

「なぁ、これを着てみないか？」

「へっ？　なっ……なんで!?」

「おまえがいたからデザインする気になったんだ。モデルになってもいいだろう」

「絶対に着ないっ！」

　亜依子たちによると『Ｍａ　Ｐｅｔｉｔｅ　ｃｈéｒｉｅ．』はかわいいデザインのものが多いと聞く。が、終業時間後といえ、ここは会社である。

　それなのに玲菜の気持ちを無視するかのように、商品をうれしそうに選んでいる櫂がいた。

（まさか、本気でモデルさせるつもりじゃない……よね？）

　一目瞭然で楽しげな様子が伝わり、玲菜はがっくりと肩を落とす。そもそもデザイナーであればセクシーランジェリーとはいえ見慣れているだろうし、モデルの女性が着た姿だって目にする機会もあるだろう。

　つまり、完全に仕事モードではない櫂がここにいるので危険極まりない。

「そもそも、ここは会社だからねっ」

「ここに来る人間は限られているから安心しろ」

「……そういう問題じゃないし、会社で破廉恥なことはしないから」

　いくら止めようとしてもランジェリーを選ぶ手を止めようとしない櫂に、ため息をつく。「誰も破廉恥なことをさせるとは言ってないだろう」

「……えっちな下着を着せようとしてるじゃない」

「モデルとしてだろう。それに玲菜に協力してほしいんだ」

（そんな言い方、本当にずるいんだからっ）

　櫂からそんなふうに言われてしまえば心が揺れてしまう。そんな自分に呆れながらもどうしたらいいのか思い悩む。

「もう、協力すればいいんでしょ！」

「さすが俺の恋人だな。ほら、これを着てみろよ」

「いいけど……」

　袋に入った下着を渡されたものの、中身まではわからないので微妙な気持ちになる。そこで櫂は玲菜を連れて試着室へと向かうが、言いくるめられている感が拭えなかった。

（こんなことなら、もっと興味を持てばよかったかも）

　『Ｍａ　Ｐｅｔｉｔｅ　ｃｈéｒｉｅ．』が女性に人気のブランドなのは玲菜でもわかっている。けれど、彼氏を作るなんて思ったことがないので、勝負下着と言われてもピンと来ない。

　だからこそ募る不安に胸を締めつけられる。が、返事をしてしまった手前、後に引けない。

「ここで着替えたらさっきの部屋に来い」

「待っててくれるんじゃないの？」

　櫂は玲菜の質問に答えようとしない代わりに蠱惑的な笑みを浮かべ、おでこにそっとキスを落とす。その行動の意味がわからないから余計に不安がこみ上げていた。

　

　

　結局、櫂に押し切られる形で試着室に入った玲菜は、渡された袋の中身を確認する。ピンク色のかわいらしいベビードールと紐ショーツのセットと同色のガーターベルト。

　これだけ見ているとちょっと大胆なデザインだと思う程度なのだが、問題がありすぎる。

（って、こんなの裸同然じゃない！）

　いくらかわいらしいとはいえ、身体のラインが丸見えのシースルー素材では着るに着られない。本当にこれをデザインしたのが櫂なのだろうかと思い悩む。

「勝負下着ってこんなに大胆なの……？」

　どこから見ても下着としての機能を為していないし、ありえないとすら思う。けれど好きな人を誘惑したい女性の気持ちがわかるような気がした。

（って、なんでそんなことを思っちゃうのかなぁ）

　自然と沸いてきた答えにはっとして、玲菜は信じられない感情に気づく。たしかに元也と比べたら理想の彼氏だとは思うけれど、だからと言ってつきあいはじめて間もない彼氏を誘惑したいというこんな衝動はふしだらだ。

　櫂に押し切られるように言いくるめられて、しかも隠しごとをされていた。なのに彼の本心を知るたびに、惹かれていく気持ちが止められない。

（もっ、もう！　友人だったのにこんな気持ちになるなんて……）

　違う。友人になったから自然ともう一度恋をしてしまったのかもしれない。そう思った玲菜は、再度手にした下着を眺めて、ため息をつく。

　──でも……。やっぱり自分の身体に自信がないし、いまでもえっちに対してもわだかまりだある。

　心で葛藤しながらも、変化していく自分と向き合う。それがすぐに出せるような答えではないが、前を向くきっかけになるかもしれない。

　玲菜は意を決して服を脱ぎ、櫂から渡されたセクシーランジェリーを身につける。とても恥ずかしいが、それでも自分を変えたいと切に願った。

（こっ、これでいいの？）

　着替え終わった玲菜は鏡の中の自分とにらめっこしながら、羞恥で脚を震わせる。薄いピンクのベビードールは身体のラインが透けており、乳首すらも丸見えだし破廉恥極まりない。

　予想通りのえっちな下着。なのにかわいらしさが引き立っているので思ったよりは抵抗感がない。

「好きな人を誘惑するなんて考えたこともなかったのに……」

　男性に間違ってもこんな姿を見せないし、いまだってセックスをしたいとは思わない。それはぶれることがないと言い切れるが、櫂のことを考えるだけでドキドキしてしまう。

　そんな自分を隠すように服を着てから、何事もなかったかのように振る舞うのが精一杯だった。

　

　

　着替えを済ませてからデザイナールームに戻ったものの、緊張のせいでなかなかドアを開けることができなかった。自分で下着を身につけると決心しても、いざとなると勇気が出ない。

　そんな状況では立ち尽くすしかできず、玲菜はただ途方に暮れていた。

（どうしよう……、いまなら逃げられるのかな？）

　一度怯んでしまえば後ろ向きな思考に囚われ、ここから逃げてしまいたくなる。が、そんな玲菜の気持ちを翻弄するかのようにドアが開き、櫂が出てくる。

「いつまでそこにいる気だよ。さっさと部屋に入ってこい」

「いま入ろうとしてたから」

「ふーん、てっきり怖じ気づいて逃げようとしてたのかと思ったけど？」

「ばっ、バカなことを言わないで」

　まるで玲菜の思考を読み取ったかのように、いじわるな挑発をしてくる櫂に翻弄される。そのせいで強気な自分が災いし、後に引けなくなってしまう。

「だったら、さっさと部屋に入れよ」

「うん……」

　こうなってしまえば完全に逃げ道を封じられ、玲菜は櫂に連れられて部屋へと入る。一瞬の判断ミスのようにも思うが、自分の行動を知り尽くしている櫂から逃れられなかった気がしていた。

「さて、俺が渡した下着を着てくれたよな？」

「着てきたけど、あんなにスケスケなんて聞いてないっ！」

「『Ｍａ　Ｐｅｔｉｔｅ　ｃｈéｒｉｅ．』ではあれぐらい普通だし、玲菜はもっと過激なのがお好みなのか？」

「そんなこと、誰も言ってないでしょ！」

　玲菜にしてみればこの下着だって信じられないのに、からかうようにそんなことを言い放った櫂にムッと頬を膨らませる。

　かなり怒っているはずなのに櫂にはそう見えないらしく、色気のある蠱惑的な表情で微笑まれていた。

　憎らしいほどいい男だと思ってしまう自分も自分だが、なによりもドキドキしっぱなしの自分が情けない。

「さて、玲菜の下着姿をたっぷり堪能させてもらうか」

「その言い方、破廉恥なことを考えていませんか？」

「さぁ。でも『Ｍａ　Ｐｅｔｉｔｅ　ｃｈéｒｉｅ．』が勝負下着だって笹山たちに教えてもらっただろう？」

　亜依子の名前が出たことではっとした玲菜は、悪い予感に胸を支配される。いくらなんでも考えすぎだと思いたいが背後から抱きしめられた瞬間、確信めいたものに変わる。

「待って、亜依子は櫂がデザイナーだって知ってたの？」

「仕事上、一部の連中は知ってるからな」

　櫂の話では玲菜に正体を隠していたことと、公にしない理由は違うようだ。が、到底納得のいくものではない。

　むしろ櫂が秘密主義のように思い知らされているようで、気が気ではない。

「だいたいその理由はなんなの？　櫂は隠しごとが多すぎるよ」

「玲菜が俺を褒めるなんてめずらしいな」

「褒めてないから！」

　顔を近づけてくる櫂から逃げようとしても、あっさりと追いかけられる。玲菜がなにを言っても反省の色がないのがわかるだけに、もやもやとした気持ちが心に渦巻いた。

「そんな顔をしても、俺を挑発するだけだぞ」

「みんなが知ってるなら教えてくれてもいいのに……」

「そんなに拗ねるなよ。本当におまえはかわいいよな」

（どうして、櫂には言いたいことが素直に言えるの？）

　彼氏になれば、言いたいことも言えないとずっと思っていた。それなのにあまりにも自然と言葉にしている自分に驚きが隠せない。

　そんな自分を見透かされないように顔を背けるが、すぐに顎を掴まれてキスをされる。

「もう、隠し事はしないから許してくれ」

「本当に？」

「こんなにかわいく拗ねられたらたまらないからな」

「だったらいいけど……」

　結局自分は櫂に弱いと思い知らされ、小さなため息をつきながらしかたがないと思う。それどころか普通に知っていたら櫂を好きになることもなかったのかもしれない。

　腹黒いけれど、おそらく櫂の計算勝ちでしかなかったようにも思えてならなかった。

「それより、服を脱がしてもいいか？　お姫様」

「って、なんでそこで話を切り替えるのよ」

「隠されているすべてを暴きたくなるのが、男だろう」

「……はいはい」

　呆れるしかないのでこれ以上突っ込まないほうがいいと悟る。だが、当の本人はもはや玲菜の服を脱がしにかかっている状況だ。

「待って、この状況で脱がすなんて卑怯よ」

「玲菜は俺のモデルだろう」

「恥ずかしいからっ」

「俺がデザインしたランジェリーを身につけているおまえが見たい」

　情欲を孕んだ目に鼓動が高鳴りながら服を脱がされていき、玲菜はあっという間に下着姿にされる。何度となく櫂に抱かれているはずなのに、鼓動が早鐘を打ち続けてしまい羞恥心に煽られていく。

「想像以上によく似合うな。綺麗だ」

「恥ずかしいんだから、そんなに見ないで」

「すでに乳首が勃っているから、恥ずかしいのか？」

「バカっ！」

　社内では尊敬できる上司だし彼氏としても完璧なのに、どうして平気でセクハラ発言を口にするのだろう。ますます困り果てる玲菜をよそに、櫂は食い入るように獰猛な瞳を向けた。

「おまえは普通の下着より、こっちのほうが似合うな」

「悪かったわね」

「ガーターに包まれた脚も綺麗だ」

　卑猥な指で腿をなぞられただけで、全身に蕩けるような悦楽が押し寄せてくる。櫂に抱かれるごとに作り替えられていく身体は、小刻みに快感に打ち震えてしまう。

　会社であるにも関わらず自分が信じられなくて、必死で快楽から逃れようとする。が、腰を抱きかかえられて身動きができない。

「会社で破廉恥なことはしないって言ったじゃない」

「触り心地を確かめるのも大事なことだろう」

「もっ、モデルはこんなことしないからっ」

　耳朶を甘噛みされながらも必死に離れようとするが、もがけばもがくほど強い力で抱きしめられる。その間にも下着越しに触れられたせいで、腰が淫らに動きじらされるように甘く疼いた。

「会社でこんなこと……だめだから」

「残業してる奴なんて俺と玲菜ぐらいだし、この場所を知る人間なんて限られている」

「でもっ、よくないことしてるからっ」

「身体はこんなに素直なのに、おまえは素直じゃないな」

　からかうような口調に抵抗を試みるが、すでにとろとろにされている身体が言うことを聞いてくれない。すべてが櫂の思う壺になるのは悔しいのに、愉悦に翻弄された肢体はもはや手に負えなくなっていく。

　薄い布越しに乳首をいじられながら、脚をなぞられただけで脚ががくがくと戦き、甘い愉悦が迸った。

「これ以上は、本当にだめだからっ……」

「本当にここでやめてもいいのか？」

「いじわるしないで……」

「玲菜がかわいいからいじめたくなるんだ」

「そんなの、ずるい」

　櫂のささやきが玲菜を蹂躙し、疼くような熱に痺れたままくちづけられてしまう。こうなれば櫂の思うままに全身が反応し、首筋を舌でなぞられただけで甘美な悦楽に脳が霞む。

　わずかに残った理性すら蕩かされていき、玲菜は快楽に溺れるしかない。

「どうしてほしいんだ、玲菜」

「……櫂のバカッ」

「素直になればたっぷりかわいがってあげる」

「もう……、こんなこと二度としないからっ」

　その言葉にきっと効力なんてないし、攻められたら抗うことができない。それがわかっていても、意地を張ることしかできない自分に呆れる。

　だが、櫂はそんな玲菜の気持ちを見抜いたかのように優しげに微笑んだ。

「いい子だ。なら、じっくりおまえを堪能させてもらう」

　嬲るようにじっくりと下着を眺めている櫂の視線に翻弄され、恥ずかしくて身を捩る。もはや逃げられないとわかっていても、どうすることもできなくてもがき続けるしかない。「そんなに恥ずかしいのかよ。まったく」

「恥ずかしいに決まっているじゃない。こんなの着たことないし」

「本当にたまらないな。デザインした甲斐があるよ」

　櫂がなぜそんなことを言うのかわからずに首をかしげると、おでこをくつけられる。あまりに近い距離のせいでますます落ち着かない。

「玲菜が着て、はじめて俺が男としてこれを堪能できるんだ。この気持ちがわからないか？」

「わからないよ」

「俺が男として純粋に楽しむには、好きな女に着せないと意味がないからな」

　デザイナーであるからの理由なのだろうと推測してみるものの、やはり男性の気持ちは難しい。そう思うのは自分だけなのだろうかと考えながら、下着の奥深さを知る。

　純粋にえっちな下着としか思わなかったけれど……。デザインする側の人間となれば、違うのだろうかと無意識に考えた。

「まだわからないのか。本当におまえって女は……」

「えっ？」

「玲菜だから夢中になるんだよ」

　耳元でささやかれただけで全身がかっと熱くなり、その意味を知ると同時にまっすぐな目で見つめられる。

「そんなこと……真面目な顔で言わないで」

「なら、玲菜以外に欲情しないと言い換えるか」

「もう、わかったから……」

「そんなに恥ずかしがらなくてもいいだろう」

　身体のラインをなぞるように下着の質感を確かめられ、淫猥な指先を感じることしかできなくなる。しかも耳朶に唇を寄せながら、乳房を揉みしだかれて肢体が揺れ動く。

「これを解いたらどうなるんだろうな？」

　胸の谷間を彩っているリボンに手をかけてくる櫂が、わざとらしくつぶやく言葉に答えられずに涙目になる。けれど抵抗しようとすればするほど、いやらしいことを口にされるのは明らかなので黙るしかできない。

　逃げることも反抗することもできないせいで、櫂の思いのままに乱されていく。

　下着越しに秘部を優しく愛撫され、じれったいほどの甘い愉悦に襲われる。そのせいでクロッチが湿り気を帯び、恥ずかしさに打ち震えた。

「なぁ、これを解いてもいいか？」

「だめ……」

「身体はだめだって言ってないぞ」

（だめって言っても解くくせに、櫂のバカっ！）

　羞恥から身体を動かしても、追いつめるようにもてあそんでくる。いけないと思えば思うほど薄い布に包まれた肌を晒され、せつない疼きが玲菜を襲う。

　直接触ってもらえないもどかしさに責め立てられているのに、それすらもたまらない刺激になる。

「お願いだから」

「おまえの許可なく、解いてやれないだろう」

「ほっ、解いていいから……」

「おねだりができたから、解いてやらないとな」

　満足げ笑みを浮かべている彼から視線をそらし、悔し紛れに強がってみる。が、胸のリボンをほどかれ、ベビードールがはだける。

　会社という神聖な場所であるにも関わらず、快感に逆らえない自分を恥じるしかできない。

「さっきまで泣きそうだったのに、強気の玲菜もいいよな」

「だって、櫂がいじわるだから」

「セクシーランジェリーを着たおまえもいいけど、このおっぱいは最高だ」

「下着デザイナーがなにを言ってるのよ」

　外気に晒された乳房を揉みしだきながら、櫂は信じられないことをつぶやく。

「俺が玲菜のかわいい胸が好きなのはあたりまえだろう」

「その言い方、えっちすぎる」

「そのままの玲菜を楽しんでなにが悪い。全部含めて愛しているんだ」

　乳房を卑猥な指でなぞりながら、淫らに色づいた尖端を舌で舐め回される。その心地よさに肢体を甘く揺らし、軽い眩暈の愉悦に襲われていく。

（私、いつからこんなにえっちな身体になっちゃったの？）

　櫂に抱かれてからセックスへの嫌悪感も薄れてきたし、なによりも感じることを知った。が、社内ではしたなく乱れるのは違うような気がして、困惑するしかない。

「私の身体、おかしくなっちゃったみたい」

「俺にしか感じない身体になったって言えよ」

「違うからっ」

　櫂の言葉を否定しようと首を横に振る。だが、心の中ではそれが正しいようにも思えてしまうから不思議だった。

　どうしてこんな自分を引き出されたのかがわからない。けれど、はしたない行為をしていることが恥ずかしくてしかたがなかった。

「いくらなんでも机の上じゃ、尻が冷たいよな」

「え？」

「ソファーに移動して続きをしようか」

　耳を刺激する櫂の言葉でここが社内であると思い出した玲菜は、少しだけ冷静になる。けれどこの状況では逆効果にしかならず、たまらず彼に抱きついた。

「連れてってほしいっておねだりしてるのか？」

「ちがっ……でも」

「そんな不安そうな顔をするなよ」

　いじわるをされていたはずなのに急に優しい表情をされ、玲菜はとまどいしか感じられない。それどころか心臓がどくんどくんと跳ねて落ち着かない。

（たぶん、この気持ちが恋……なのかも）

　断定するのは難しいが、この感情こそが恋だとわかるような気がした。

　もしかしたらこの気持ちがずっと心の奥で眠っていたのかもしれない。そう思うと胸がつきりと痛み出した。

「どうした？　玲菜……」

「え？」

「泣いてるから、心配になった」

「あっ……これは……」

　自分の気持ちを認めた瞬間頬に雫がこぼれ落ち、慌てて拭おうとする。だが、櫂の唇が涙の跡に沿うようになぞった。

（もしかして、櫂に気づかれちゃったのかな？）

　なにもかもが初めての経験だからこそ不安になる。が、自分が素直になれるかは別問題だ。そんなことを思いながら、ぷいっと顔を背けた。

「ほら、ソファーに移動するぞ」

「えっ……って、きゃあっ」

　いきなり身体を持ち上げられたせいで驚いた玲菜は、目と鼻の先にある櫂の顔をじっと見る。翻弄するような行動をするのはいまにはじまったことではないが、涙の理由を聞かれなかったのでほっと胸をなで下ろす。

　思えば櫂は本当に追求してほしくないときは、こうやって場の雰囲気を変えてくれる。それに気づくだけで胸が熱くなる。

「もう、いきなりお姫様抱っこなんてしないでよ」

「初めてじゃないし、いいだろう」

「いいけど、びっくりするから」

「玲菜は俺のお姫様だからこれでいいんだ」

　どうしてこんなに恥ずかしいことばかり言うのかと赤面する。

　人によってこんなにも違うし、なによりも自分が櫂を受け入れている。そんな大事なことに気づかされ、玲菜は素直に櫂にしがみついた。

（でも、これ以上櫂を好きになったところでどうなるの？）

　ふとよぎった疑問に胸がせつなさで覆われ、不安で胸が痛くなる。せめてその理由だけは櫂に気づかれたくない。

　そんな気持ちのせいで櫂と目を合わせられないまま、ソファーに寝かせられる。

「玲菜は本当にかわいくてたまらないな」

「そんなことなっ……」

　言葉を紡ごうとした瞬間、唇を重ねられる。わずかに開いた隙間に差し込まれた舌が、ねっとりと歯列をなぞり、玲菜を翻弄していく。

　いきなりすぎる乱暴なキスなのに唾液すら甘く感じられ、心地いいとさえ思う。そこで胸を揉みしだかれてしまい、玲菜は櫂にされるがまま甘い愉悦を与えられる。

「あっ……そんないきなりっ」

「そんなことを言っても、玲菜の身体は感じているだろう」

「ちがっ……」

「ここをこんなに尖らせてるくせに、いやらしいな」

　赤く尖った蕾をぴんと弾かれ、快楽を否定するかのように首を横に振る。好きな人にはしたない自分を晒したくないと思う気持ちから、いつにも増して甘い快楽に蕩かされたくなかった。

　なのに櫂が触れるだけで身体がびくびくと痙攣し、甘い愉悦が全身を包みこむ。

「ひゃっ……」

「乳首を舐められて、そんなに気持ちいいのか？」

「そんなこと、ないんだから……」

　ざらざらとした肉厚な舌で尖端をちろりと舐め上げられ、白い背中がのけぞる。気持ちよさが身体を突き抜け、反動で腰が疼いた。

　そんな玲菜の変化にご満悦と言ったように蠱惑的な笑みを浮かべる櫂に、鼓動が高鳴ってしまう。淫らすぎる愛撫に溺れそうになった瞬間、ショーツの紐を解かれ卑猥な指が秘処を掠めた。

「ふぁ……！」

「もう濡れているのか？　しょうがないな」

「ちがっ……んっ」

　すでに濡れそぼっている蜜芯があっさりと男の指を許し、くちゅりとした淫らな水音を響かせて蠢く。抱かれるたびにとろとろにされていく身体が、あっと言う間に快楽に染まっていた。

　小さな芯芽を指の腹で捏ねられただけで身体がうっすらと汗ばみ、疼くような熱さに翻弄される。気持ちいいのに感じていることを知られたくないと願う心がせめぎ合い、より淫らな身体に変えられていく。　　

「こんなに気持ちよさそうに喘いで、違うはずはないだろう」

「やぁ……」

「かわいい声をもっと聞かせてくれ」

　耳朶を甘噛みされながら、蜜液があふれる場所に卑猥な熱い指が差し込まれる。そのせいで肢体が反応し、がくがくと脚が震えていた。

　経験していくごとに感じやすくなる身体が徐々に上り詰め、玲菜は無意識に櫂の肩を抱きしめる。譫言のような吐息を漏らしながら乱れていくだけで、じわじわと昂ぶっていく。

　腰を抱きしめられているせいで身動きが取れない。だから、快感を享受するしかできなくなる。

「おかしくなっちゃ……」

「もっとおかしくなっていいぞ。俺にしか見せない淫らな玲菜がほしい」

「だめっ」

「だめじゃないだろう」

　前触れもなく秘玉を舌で転がされた瞬間熱い電流が迸り、無意識に櫂の髪を掴み官能に身悶える。少し前なら自分の身体がこんなに変わるなんて思わなかったはずなのに、気持ちよさが全身からあふれていく。

「いい子だ、玲菜」

「んっ……」

　時折、芯芽に息を吹きかけられるだけで甘い痺れに襲われ、腰がびくりと跳ねる。ぞくぞくとした快感に蹂躙されながら達してしまう。

　秘部から唇が離れ、服を脱ぎ捨てる音が微かに響く。筋肉質の逞しい身体をぼんやりと見ながら、ふしだらな自分を恥じた。

「こんな時間に会社にいるのは俺たちだけだし、ここなら誰も来ないから安心してくれ」

「えっ？」

「俺が玲菜の身体をほかの奴に見せるわけがないだろう」

　膝の上に乗せられて、耳元で甘くささやかれながらキスをくり返す。まるであやされるような優しい感覚が心に染み渡り、櫂が好きだと自覚した。

　恋愛なんてわからないからどうしていいのか思い悩む。けれど、このまま櫂のそばにいたいと切に願った。

「たっぷり俺で感じさせるから、抱いてもいいか？」

「……そういうことを聞かないでよ」

　あまりにも直球な言葉に身体中が熱くなり、櫂から視線をそらす。さっきまでは強引に責めてきたくせに、ここで玲菜の気持ちを大事にするなんてありえない。

　なのにその優しさが嫌ではないどころか、彼に惹かれる要因にすらなってしまう。そこで櫂が避妊具を口でくわえ、意味深に微笑む。

「なんで、そんなの会社に持って来てるの」

「なんでって、同じ会社に彼女がいれば常識だろう」

「その常識、おかしいし」

　当たり前のように避妊具をズボンのポケットから出され、軽い眩暈を覚える。いくら彼女が同じ会社で働いているとはいえ、普通は必要ないだろう。

　そんな玲菜を気にする様子もない櫂は自身の男根に避妊具を装着した。

「後ろから突くから、体勢を変えるぞ」

　腰を抱きかかえられ四つん這いの体勢にされたところで、亀頭で蜜芯を擦りあげられる。

「やっ……ふぁ……」

「玲菜はこれが好きなんだよな」

「ちがっ」

　後ろから挿ってくる肉茎に蹂躙されながら膣壁を擦られる。痛みすら感じず櫂の怒張を受け入れている自分に困惑しながら、甘い快感が突き抜けていく。

　律動を刻みつけるかのように激しく穿たれ、背骨に沿うように卑猥な舌先が滑り落ちる。

「背中、だめ……。変になっちゃ……」

「いい声で啼くようになったな。いい子だ」

「はぁ……」

　いまにも崩れ落ちそうな細い腰を固定され、呼吸すらままならなくなり喘ぎの声しか出せなくなる。社内でとんでもないことをしていると思い知らされるたび、もどかしい疼きに支配されてしまう。

　蜜路を刺激するように櫂の腰がゆるゆると蠢き、玲菜は乱れることしかできなかった。

「気持ちいいか？　玲菜」

「んっ……」

「俺も最高に気持ちいいぞ」

　声にならない喘ぎを漏らしてソファーにしがみつくが、快楽からは逃れられなくなる。なのに最奥をめがけて縦横無尽に突き上げられ、玲菜は櫂にされるがままになっていた。

　激しく打ちつける灼熱の楔が身も心も焦がすように、媚肉が収縮をくり返す。もどかしいほど淫らな愉悦に溺れながら、顎をつかまれる。

　振り向きざまにねっとりとしたキスをされるだけでも押しつぶされそうな背徳感が沸き上り、首筋に汗が滲む。いけないと思えば思うほど身体が甘く疼き、蜜路が太茎に支配された。

「玲菜は背中も綺麗だよな。本当」

「そんな激しくしたら……もう」

「激しくしたらどうなるんだ」

「いじわるっ……」

　訴えもむなしく抽挿が加速し、強引に責め立てられて肢体を淫らにのけぞらせる。快感が弾け飛ぶたびに、自分の身体が変化していることに気づかされてとまどうことしかできなかった。

　櫂の顔が見えない。けれど、その熱さが伝わってくるだけで櫂を感じることができる。

　それを思い知った瞬間亀頭が最奥にぶつかり、激しく擦れてしまう。

「その割にはずいぶんうまそうに俺を咥えてるよな」

「ちがっ……」

「俺好みのいやらしい身体になったな」

　耳朶を軽く噛まれたせいで肢体が痙攣し、最奥を突き上げる熱塊に翻弄されていく。徐々に追いつめられた身体に電流のような快楽が迸り、あっけなく達した。

　放たれた熱い白濁液を感じながらキスをされる。官能の波にゆらゆらと揺られながら、逞しい腕の中で意識を手放した。

　

「櫂のバカっ、なんで会社であんなことをするわけ？」

「なんでって、おまえがセクシーランジェリーを着たらそうなるだろう」

「もう、絶対に着てあげない」

　なにごともなかったかのように残業を終わらせ、櫂の車で送ってもらう。が、後から沸き上がってくる罪悪感に耐えきれず、文句を言うことしかできなかった。

　結果的には同意だったとしても、素直に認められるはずがない。なので、こうすることしかできないが本当に流されてしまった自分に呆れている。

　しかしそれ以上に憤慨しているのは、余裕綽々な櫂に対してだ。

「あんなに似合ってたのにもったいないな」

「似合ってても、櫂が変なことをするからでしょ」

「わかったわかった。じゃあ今度の休日はデートをしよう」

「え？」

　あまりにも唐突にデートに誘われ、玲菜は混乱するしかない。恋人ならば普通のことだとしても、恋というものを知らない玲菜には驚きだった。

「ふたりで出かけるのはいつものことだろう」

「……そうかもしれないけど」

「つきあっているならデートぐらい普通だ」

　普通といわれたところでピンとこない。けれど、胸の中にときめきが広がり甘く疼く。

　恋を自覚したからか、櫂の言葉にドキドキしてしまう。

「いままでデートというデートはしてこなかったけど、これからはそういうのもいいかもな」

「普通えっちよりデートのほうが先だから……」

　自分で言っていて普通というものがわからない玲菜は、ふと自信がなくなり尻込みをする。そこで頭を撫でられて顔をあげると、夜の街を彩る光に包まれた櫂に息を飲む。

　この世のものとは思えない怜悧な美貌に、胸がせつなく痛んだ。

「おまえの言うとおり、確かにデートのほうが先だったな」

「でも……。普通がわからなくて」

「おまえが思う普通でいいだろう」

　思えば入社時から、玲菜の価値観を大事にしてくれる櫂だからこそ友人になった。ふとそんなことを思い出して温かい気持ちになる。

　そんな彼だから惹かれるものがあり、知らず知らずのうちに恋をしていた。玲菜はそのことにようやく気づく。

「じゃあ、デートしてもいいよ」

「決まりだな。その日は泊まりでもいいよな」

「もう……、でも、楽しみにしてるから」

　相変わらずの口ぶりに思わず小さく笑い、彼らしいと思ってしまう。たしかに隠しごとをされていたが、それも気にならないくらい櫂が好きだったと自分の気持ちを再確認した。







４　打ち明けられない過去








　櫂に送ってもらい自宅に帰ってきた玲菜は、着替えもせずにベッドに横たわる。なにもしたくないほど身体がだるい。　

　なのに胸のなかはいまだにときめいたまま、なぜか櫂のことでいっぱいだった。

（もう二度と恋をしないって決めていたのに……おかしいな）

　櫂のそばにいると恋心が膨れあがるが、ひとりになると冷静な自分を取り戻す。そのくり返しに胸が痛くなる。

「櫂は有吉くんとは違うし、策士だけど私を傷つけることはしないよね」

　元也とつきあっていたときのことを思い出したくもない。けれど櫂に恋をしたいま、過去に向き合わないといけないのかもしれない。

　そんなことを考えただけで、不安が胸に立ちこめてしまう。

　──もしも櫂が、有吉くんのようになったらどうしたらいいんだろう。

　いまは思ったことを言い合える関係だし、愛してもらえているのかもしれない。けれど、なにかの拍子で豹変することも考えられる。

　強気な性格が災いし、つきあっていくごとにケンカが多くなった。そんな傷つけられた過去を思い出すだけで胸が苦しくなる。

　思い出してもつらかったのに、櫂が豹変してしまったらどれほど傷つくのだろう。それが怖くてたまらない。

（櫂はそんな人じゃないってわかってる。けど……、でも……）

　入社当時は頼りになる上司で、一緒に飲みに行ったあの日から気の合う友人。そしていまは恋人になった誰よりも好きな彼だからこそ、最悪な関係になるぐらいなら友人に戻りたいと強く思う。

　なのに櫂によって変えられていく身体が、それを許してくれそうになかった。

「恋なんて、どうしていいのかわからないし……」

　恋愛というものはやっかいだ。そう思いながら、玲菜は化粧も落とさずに眠りにつく。

　自分が思っていた以上に櫂を好きになっていたことに、とまどうことしかできなかった。

　

　翌日会社に出社した玲菜は昨夜のことを考えてしまい、罪悪感で胸が痛む。社内で破廉恥なことをした代償は大きい。

　なにごともなかったかのように、仕事をこなしている櫂が目に入る。自分は罪悪感で押しつぶされそうなのに、どうしていつも通りでいられるのかが不思議だった。

　しかも上司として部下に接する態度は、悔しいほど様になっている。そんな櫂に鼓動が高鳴っていると、こちらを見ている亜依子に気づく。

「なっ、なに？」

「こうして見ると、玲菜もすっかり恋する女子だなって」

「かっ、からかわないでよ。それに亜依子に話したいことがあって」

　ただ、自分の過去を知っている彼女だからこそ、ちゃんと話し合したいと思っていた。

「なによ、改まって……。聞かなくても想像がつくけど」

「……やっぱりわかっているんだね」

「そりゃそうだよ。玲菜が主任に恋をしているのは明白だもん」

　勘のいい親友のことだから理解しているとは思っていたが、あっけらかんと言われて拍子抜けをする。そもそも自分だって恋を認めたのは最近のことなのに、どうして亜依子がこんなことを言うのかが納得できない。

「昼休みに話を聞いてあげるから、近くのカフェに行こうか？」

「うん……いいけど」

「決まりね。なら、そのときに」

　嬉しそうな亜依子の様子が腑に落ちないが、事情を考えれば社員食堂では話せないだろう。そう考えて小さなため息をついた玲菜は、パソコン画面と向き合い資料を作成しはじめる。

　だが、どこか流されているような気がするのは自分だけなのだろうか。そんな気がしてしかたがない。

「谷川、ちょっといいか」

「はっ、はい」

　そこで突然名前を呼ばれた玲菜は、櫂のいる方向に視線を向ける。

「なんでしょうか？　主任」

「ちょっとこっちに来てくれないか？」

「はい」

　櫂に呼ばれてすぐさま席を立ち、机に向かう。こんなときに呼ばれるのはちょっと癪だ。

　そう思うものの、仕事上で尊敬できる頼りがいのある上司なのは変わっていない。

「お呼びでしょうか？　主任」

「ちょっと資料室について来てくれないか。手伝ってほしいことがある」

「わかりました」

「はい」

　手伝ってほしいと言われ、返事をしてから櫂のあとについていく。会社で上司と部下が一緒に歩いていてもおかしくないけれど、複雑な気分だ。

　そんな感情を抱いたまま、玲菜はたくましい背中を追いかけて資料室に向かう。そこで櫂から指示をされて書類の整理をはじめた。

「今日の玲菜は俺ばかり見てたよな」

「へっ？」

　櫂の突然すぎる言葉に動揺し、思わず手を止める。見ていたことは自分でも認めるが、だからと言って素直に言えるはずがないので笑ってごまかす。

「昨夜のことがそんなに忘れられないのか？」

「そっ、そんなことはないし……。それに職場で破廉恥なことを言うのは禁止だから」

「破廉恥って、玲菜はいやらしい子だな」

「もっ、もう……。それは櫂でしょ！　それなのになんで普通と変わらないの」

「おまえは朝から動揺しっぱなしだもんな」

　まるで、玲菜のことをお見通しだと言わんばかりの櫂に腹が立ってくる。どうしてこうも余裕なのだろうかと思案するが、まるでわからない。

「誰のせいでこうなったと思ってるのよ」

「間違いなく俺のせいだろう」

「…………」

「おまえを翻弄するのは俺だけだもんな」

　自信たっぷりにそう言われ、玲菜はがっくりと肩を落とす。たしかに櫂に翻弄されているが、それを本人の口から言うのはどうかと頭を悩ませる。

　これではいけないと資料を整理しはじめるが、櫂の視線が気になってしかたがない。恋を自覚することが、こんなにやっかいなものだといまさら知った。

　けれど、手に負えない感情ですら心地いいと思ってしまう。

「と、とにかく仕事をするから主任も手伝ってください」

「わかったから、そんなに怒るなよ」

「別に怒ってなんかいません」

　内心、かわいげのない自分に落ち込むが、笑いながらからかってくる櫂を見ていると、なぜか心が穏やかになってくる。それが不思議でたまらないが、悩んでいてもしかたないとの考えに至った。

「あまり思い悩むなよ……玲菜」

「え？」

　ふとつぶやいた櫂の言葉に手が止まり、隣で作業してる彼に視線を向ける。

「おまえを見てると心配になる」

「……っ、そういうこと、さらりと言わないで」

「そうか？」

　人を惑わせているくせにその自覚がない態度に呆然としながらも、櫂らしいと思う。からかってばかりなのに優しい性格は、友人の頃から知っていた。

　だからこそ嫌いになれないのだろうと思案を巡らせる。

「そうかじゃなくて、その……」

「おまえしか見えてないから、そう思うんだろう」

　はっきりとその一言を告げられるから、どう答えていいのかわからずに黙り込む。その瞳が真剣だからこそ、頑なに恋をしないと決めていた玲菜の心を溶かしたのだ。

　それに気がついたと同時に、きっとこの人を好きにならずにいられなかったとわかる。

（私、櫂が好き……）

　口に出せない言葉を心でつぶやき、なにごともなかったかのように書類を整理した。

　

　一緒にいればいるほど櫂を好きになっていく自分に気づいた玲菜は、昼休みになり亜依子と一緒に会社近くのカフェに来ていた。木材をメインにした温かみのある店内に日射しが差し込み、店内を彩る観葉植物がいきいきと生い茂っている。

　そんな中で店員に案内をされて席につき、亜依子とふたりでメニュー表に目を通した。

「外に出るのは新鮮だね」

「昼休みに出かけるなんてめったにないから」

　昼休みに外に出かける社員もいるが、商品開発部の社員たちは社員食堂で食べることが多い。そのためカフェでランチをするのは久しぶりだった。

　しかも亜依子とふたりで来る機会がなかったので、とても新鮮な気持ちになる。そんなことを考えながら、席にやって来たウエイトレスに注文をした。

「玲菜が話があるなんて珍しいけど、なにかあったの？」

「亜依子は櫂がデザイナーだって知ってたんだよね？　それなのに、どうして私の前ではわからないって演技をしてたの？」

「その様子なら主任と恋人になったんだね」

「えっ？」

　亜依子に櫂とのことをからかわれたことはあるが、こんな真面目な顔で言われたのは初めてだったので不思議でたまらない。

「玲菜とつきあえたら自分から話すって、主任がいつも言ってたもの」

「主任が……？」

「玲菜が入社したときから溺愛してたし、みんな知ってるよ」

　亜依子の口から改めてそのことを聞かされて、驚きが隠せない。どうやら友人だと思っていたのは自分だけだったらしく、恥ずかしくてたまらない。

「でも、なんで私にはずっと友人だったんだろう？」

「あんたが恋をしないなんて言ってるからでしょ」

「でも、恋なんて本当にしたくなかったもの」

「玲菜を本気で思ってる男なら、絶対に傷つけたりしないから」

「そういうものなのかな。私、からかわれてばっかりだよ」

　傷つけられるのとは違うが、櫂がいじわるなのは変わらない。そう言っているのに亜依子は微笑みながら聞いている。

「からかわれるのは玲菜がかわいいからでしょ」

「でもっ……」

「主任があんたを傷つけないって、玲菜ならちゃんとわかると思うよ」

「それは……」

　亜依子の指摘に反論の言葉が出ず、玲菜は黙り込むしかできなくなる。認めたくないが櫂が自分を傷つけるような人間ではないとわかっていたからだ。

　そこで料理が運ばれ会話が途切れる。なんとも言えないむず痒さを感じたままだが、おいしそうな匂いに鼻腔がくすぐられた。

「とにかく食べようか。そんなに時間もないし」

「うん」

　亜依子の言葉に返事をしてから、チーズハンバーグを口に運ぶ。蕩けたチーズと肉が絡まり合い絶妙な旨味を引き出す。

　そんな中できのこのクリームパスタを食べている亜依子をちらりと見る。

「からかわれたっていいじゃない。玲菜を大事に思ってくれる人が一番だよ」

「本当にそうなのかな？　私にはわからないよ」

「玲菜は主任に大切にされてると思うよ」

　学生時代から彼氏とつきあっている亜依子の言うことも一理ある。そう思うが、恋愛経験が乏しい玲菜には難しい問題だ。

　そんなことを考えながら食事をしても、結局は櫂のことを考えている自分がいた。

「そう言う亜依子のほうはどうなのよ」

「どうって言われても特にないけど、いずれは結婚になると思う」

「そっか……」

　恋を自覚したばかりの玲菜にとっては果てしなく遠く感じるが、つきあっている彼がいれば自然に結婚を考えられるのかもしれないと思う。だが、いざ自分のことになるとその未来にピンとこない。

「玲菜だっていずれ結婚になるだろうし、主任が手放すわけがないから」

「私はまだ、そんなことを考えられないけど……」

「つきあいはじめたばかりだし、無理ないよね」

「そうだよ」

　笑いながら話す亜依子の表情にほっとしながら昼食を食べる。親友と話せたことで少しだけ心の中が整理できたような気がしていた。

　

　

　亜依子との時間を過ごしたことで自分の気持ちと向き合おうと決めたものの、玲菜はいまだに素直になれそうになかった。それどころかなにも変えられそうにない自分に呆れ果てる。

　本当はちょっとでも素直になれたらいいのにと思うが、櫂を好きになっていくごとに強がるしかできない。なのに櫂はそんな玲菜にさえ優しさを見せてくる。

　呆れられることが怖いのに、どうすることもできなくて恋というものの難しさを感じてしまう。そんな中でいつものように仕事をするものの、目線で櫂を追ってしまう。。

（なんで気がつくと櫂を見ているんだろう、私のバカ）

　からかわれるとわかっているのに彼を見てしまい、櫂がこちらを見たら視線をそらす。そんなことをくり返しては、変わることのできない自分に小さなため息をつく。

「なんでため息をついてるのよ。玲菜」

　声をかけられて我に返ると、呆れたようにこちらを見ている亜依子に気づく。

「別に、なんでもないから」

「どうせまた、悩んでるんじゃないの？」

「それは……」

　玲菜の心を読んだかのような亜依子に図星をつかれ、返す言葉が見つからず項垂れる。さすが親友と言うべきだろうか、なんて考えてみるがばつが悪い。

「悩むぐらいなら素直になればいいのに」

「それができたら苦労はしないわよ」

　あっけらかんと言い放つ亜依子の言葉に頭を抱え、どうしたらそんな簡単に考えられるのだろうと思う。が、そんな親友の性格が少しだけうらやましくなった。

「玲菜はちょっと考えすぎるところがあるから……」

「亜依子みたいに気楽に考えられない」

「ずいぶんな言われようね」

　くすくすと笑いながら話す亜依子に拍子抜けをし、もっと楽に考えることができたら悩まなくて済むのかもしれない。そんなことを考えて一息をつき、パソコン画面に目を向けた。

　

　終業時間を迎え、着替えを済ませて会社を後にした玲菜はいまだに思い悩んでいた。もっと素直になれたら、かわいげのある女性になれるのかもしれないと思う。

　けれど現実の自分は櫂に対して素直じゃない。そんなことを考えて歩いていると、元也がいることに気づいた。

　バーで罵られて以来の再会だが、櫂に振り回されてばかりだったのでもっと時間が経っているようにすら感じた。玲菜の姿に気づいて近づいてきた元也に、脚が竦む。

　前に会ったときは顔を見ただけでも最悪な気分だった。けれど櫂の彼女であるいまは、ほんの少し強くなれたのかもしれない。

「久しぶりだな、玲菜」

「うん、この間ぶりだね」

　どこかぎこちない会話に違和感を覚えるものの、なんとなく作った笑みをこぼす。櫂と一緒にいれば自然体な自分でいられるのにと、心の中で考えてしまう。

「この間は悪かったな。俺に連れがいたから、ああ言うしかなかったんだ」

「別に……、大丈夫だから。それより彼女がいるのに元カノに会いに来ていいの？」

「玲菜とやり直したくて、別れたんだ」

　どうしたらひどい言葉を言い放った元也が、そんなことを言えるのか。その疑問が脳裏に浮かびながらも、自分の気持ちは考える間もなく決まっていた。

「ごめん。有吉くんと元に戻れないよ」

「玲菜……」

「つきあいはじめた人がいるの、だから、ごめんなさい」

「俺の気を引くための嘘だろう？」

　元也は、玲菜の話に聞く耳を持たないどころか、決めつけたようにそう口にする。思えばつきあっているときもいつもそうだったと思い出す。

　そこで大袈裟にため息をついた元也は、しかたないといったような態度を見せる。

「いますぐに返事をしなくてもいいから、考えてくれないか」

「えっ？」

「突然、俺からやり直そうと言われて頭が混乱してるんだよな」

　どこまでも自分本位に考えている元也と話すだけで、櫂がどれほど自分の話を真剣に聞いてくれるかを思い知る。ここまで来るともはや比べものにならないし、先輩からの紹介といえつきあったりしなければよかったと後悔した。

　そうしたら櫂に処女を捧げることができたし、もっと素直になれていたのかもしれない。

「俺、営業の帰りだからまた今度会いに来るよ」

「うん……」

「じゃあ、またな」

　言いたいことだけを言って去って行く、元也に呆然と立ち尽くす。あまりにもひどすぎる態度に苛立つものの、彼が話を聞いてくれない人間だと諦めの気持ちになる。

　そこで櫂がいることに気づいた玲菜は、ただ驚くしかできなかった。

「あの男は玲菜の知り合いか？」

「かっ、櫂！　どうしてここにいるの？」

「玲菜の話し声が聞こえたから来たんだ」

　櫂がどこまで話を聞いていたのかわからないが、おそらく元也との関係を隠すことはできないだろう。そう覚悟しながらも身体を震わせて次の言葉を待つ玲菜は、頭を撫でられて驚いた。

「明日、映画でも見に行かないか？」

「え？」

「前におまえが好きだって言ってた映画の、リバイバル上映のチケットが取れたんだ」

　てっきり元也とのことを聞かれると思っていたのに、デートの誘いをしてくる櫂に拍子抜けをする。櫂だって聞きたいことはあるはずなのに、どうしてなのかとまどう。

「有吉くんとのこと、聞かないの？」

「玲菜が言いたくないなら、聞く必要はないだろう」

「櫂……」

「ただ本当に苦しかったら、いつでも俺に助けを求めてくれ」

（同じ男の人なのに、こんなにも違うなんて……）

　玲菜の気持ちに沿うような櫂の言葉に驚き、彼が本当に自分を思っていてくれるのだと痛感する。それがたまらなく温かくて、とてもせつなく胸を切り裂いていく。

　こんな人に出会えるのなら、もっと自分を大切にするべきだった。それがはっきりとわかったいま、どうしようもなく櫂に惹かれてしまう。

「……ありがとう、櫂」

　小さく紡いだ声はまだ彼に届かない。けれど、いつかは素直に言いたい言葉が心からあふれていた。

「なんか言ったか？」

「ううん、それよりチケットをよく取れたね」

「知り合いに頼んだんだ」

「そう、だったんだ」

　以前にネットでチケットを購入しようとしたが、すでに完売されていた。それどころか現在ではプレミアがついているので、入手できなかった。

　半年ぐらい前に話した愚痴を覚えていて、なおかつチケットを取ってくれたのだろう。それだけでも櫂の気持ちが手に取るように伝わってくる。

「明日、予定がないからつきあってあげてもいいよ」

「なら、午後からデートでいいな」

「うん」

　友人だった頃は彼氏が櫂のような人だったらと思っていたが、いまは櫂以外の男性に恋をすることなんて考えられない。だからこそ元也とは絶対に戻ることはないと言い切れるし、また会いに来ると言われても、気持ちが変わることはない。

　そう強く感じた玲菜は心からあふれる想いを止められず、櫂の背中を追いかける。その瞬間、ずっと彼のそばにいられますようにと願うことしかできなかった。

「駅まで送っていく」

「え？　でも、今日は仕事で会社に残るって……」

「そのぐらいの時間はあるから安心しろ」

　クライアントとの打ち合わせがあるので残業だ。なんて話していたのに、きっと櫂は自分を心配してこう言ってくれたのだろう。

　負担をかけてるだけだとわかっているので、胸が苦しい。が、わがままだとしてもその申し出がうれしかった。

「ごめんね。負担をかけちゃって」

「玲菜といるのにどうして負担になるんだ。バカ」

「どうせ私はバカですよっ」

「俺がどんなに玲菜を愛しているかをわからないから、そう言われるんだ」

　さりげなく愛の言葉を言われ、頬が熱くなりぷいっと顔を背ける。こんなときだからこそ破壊力がありすぎて、心臓が早鐘を打ち続けた。

「さっきも言ったけど、なにかあればいつでも連絡しろよ」

「でも、それじゃ迷惑がかかっちゃう」

「まだ、そんなことを言うのかよ」

「そんなことって、あたりまえじゃない」

　駅までの道を歩きながらそんなことを話し、つかの間の時間に甘えている。けれど本当にそれでいいのかと思案を巡らせ、恋人の距離について考えてしまう。

　なにもかもが初めてだからこそ、玲菜はとまどうことしかできなかった。

　

　翌日の朝。少し遅い時間に目を覚ました玲菜は、クローゼットの前で悩んでいた。

　櫂と休日に出かけることは度々あった。が、これほど服選びに時間をかけたことがなく自分でも不思議だった。

　これも恋を自覚したからだろうか。ふと、そんなことを考えてみてもわからないことばかりだった。

（有吉くんとつきあっていてもこんなときめきはなかったな……）

　彼氏のためにおしゃれをしたいなんて思わなかった。ふとそんな過去が頭をよぎり、首を横に振る。比べものにならないとわかっているのに、考えてしまう自分に呆れてしまう。

「そんなことより、早くしないと間に合わなくなっちゃう」

　自分を急かすようにその言葉を紡ぎ、クローゼットからシフォンのワンピースを取り出す。ベージュ色の柔らかさに惹かれて、一目惚れをして買ったが、着る機会があまりなかったものだ。

（これでいいかな……）

　改めてデートだと思うと恥ずかしいが、これからも櫂と一緒にいたいと思う気持ちが勝る。だからこそちゃんとけじめをつけたいと決心した。

　

　待ち合わせの時間よりも少し早く待ち合わせの駅に到着する。駅前通りは街路樹が太陽を浴びて輝き、とても過ごしやすい陽気の中たくさんの人たちの行き交っていた。

　そんな中で櫂の姿を見つけた玲菜は、見慣れたスーツ姿ではない櫂に心をときめかせる。黒のシャツにネイビーのジャケットを羽織ったラフな格好は、彼のかっこよさを引き立たせていた。

「来たな、玲菜」

「遅くなってごめん」

「待ち合わせ時間を過ぎてないだろう。気にするな」

　微笑みながらもぶっきらぼうな言い方だが、櫂の優しさだとわかる。友人だった頃は当たり前に思っていたことだって、いまになって玲菜を思っての行動だと気づくことが多くなった。

「それより、そのワンピースがよく似合ってるな」

「え？」

「俺のためにおしゃれをしてきたのか？」

「ばっ、バカなことを言わないで」

　笑いながらからかってくる櫂に意地を張り、ツンと顔をそらす。本音を言えばその通りだが、素直に認められるはずもない。

「かわいいよ、玲菜」

「……っ」

（本当に櫂はずるいんだからっ）

　振り回されていることが悔しくて、心の中で文句を言うが、結局は勝てない。それを思い知らされるように手を繋がれて、鼓動が大きく音を立てる。

　いままでは一緒に歩くだけだったのに、恋人の時間が長くなればなるほど甘い。

「まだ映画の時間には早いから、街を適当に歩くか？」

「そうだね。天気もいいからウインドーショッピングがしたいな」

「我が姫の仰せのままに」

「もっ、もう」

　おどけたようにそう言い放った櫂に笑いが止まらず、ふたりで街を歩く。と、ウエディングドレスがディスプレイされたお店で立ち止まった。

　ついこの間までは気にも止めなかったのに、どうやら自分にもそんな憧れがあったと驚いた。

「綺麗……。やっぱり結婚式っていいよね」

「俺の部屋にウエディングランジェリーの試作品があっただろう。今度着てみろよ」

「なんでそんなえっちな話になるのよ」

「結婚式の話だからだろう。当然、新妻は旦那様を楽しませるよな」

　櫂の部屋にいくつもの試作品があるのは知っている。が、なにも胸をときめかせている最中にそんな話をするのはいただけない。

　少しだけ不満はあるものの、それでも繋がれた手から伝わってくるぬくもりが愛しくてたまらなくなる。そんな気持ちを胸に秘めたまま、玲菜は櫂とのデートを楽しんでいた。

　

　一時間ほど街を歩いて映画館に到着し、上映がはじまる。母の影響で大好きになった昔の洋画の恋愛映画なのに、隣にいる櫂のことばかりが気になって落ち着かない。

　けれど大好きな映画を櫂とふたりで見ている現実が愛おしく、暗い館内でこっそり手を握られてドキドキが止まらない。そんな状況で玲菜は自分の気持ちと向き合っていた。

　

　上映が終わり映画館を出ると、雨がぽつぽつと降り出していた。まるで夢の世界から覚めたようにせつなく、泣き出してしまいそうになる。

「悪い。クライアントから電話が入ってたから、ここで待っててくれるか」

「うん」

　友人だった頃から度々仕事の電話が入ることがあったので特に気にならなかったが、いまに限っては寂しくてたまらない。それでも口に出せるはずもなく去って行く後ろ姿を見送る。

「本当に男がいたんだな」

　背後から低い声が響き、振り返ると元也がいた。どうして彼がここにいるのかわからなずに身が竦む。

（逃げなきゃ……）

　頭ではわかっていても、怯えきっている身体が言うことを聞かず立ちすくむ。そんな玲菜をあざ笑うかのように元也が距離を詰めてくる。

「そんなに怯えなくてもいいだろう」

「……怯えてなんかいないから」

「無理して強がるなよ」

　笑いながらそんなことを言ってくるが、元也の目が笑ってないので余計に恐怖を煽られる。さっきまでの楽しかった時間が一転して最悪な気分になってしまい、嫌な予感しかない。

「あの男はどこへ行ったんだ？」

「……どこだっていいじゃない」

　玲菜がひとりになったのを見計らって声をかけてきたと容易に想像できる。なのにわざとらしくそれを聞いてくる元也に腹が立つ。

　けれどここで言い争いをするより、一刻でも早くこの場から立ち去りたい。そんな玲菜の気持ちを悟ったのか、元也が不機嫌な顔をした。　　

「玲菜が俺以外の男に愛されるわけがない。だから、俺とやり直そう」

「櫂がそんな人だったとしても、有吉くんとやり直すことなんて考えられない」

「あのときはおまえがかわいくない態度だったから別れたんだろう。もう、意地を張るなよ」

「だったら、かわいくない私とやり直したいなんて思わないで！」

　どこをどうすれば自分の都合のいいように解釈できるのかと不快感が増す。間違っても元也とやり直す気もないし、そう思われるだけで苛立ってしまう。

「じゃあ、どうしてあの男は戻ってこないんだよ」

「それは……」

「おまえみたいな意地っ張りで不感症に飽きて、いい女でも探しているんだろうな」

「櫂はそんな人間じゃない！」

　ひどい罵声ばかり言い放った元也を睨みつけるが、胸を抉られたせいで不安が胸を渦巻いていく。元也になにを言われてもいいが、胸が痛いのは、櫂が自分から離れていく未来を突きつけられたからだ。

「あの男だってすぐにおまえに飽きるだろうな」

「え？」

「強気で意地っ張りな性格でその上、不感症。そんな女より別の女のほうが数倍いいだろう。……でも俺はおまえを受け入れてやるよ」

「ちがっ！」

　元也が言い放った不感症と言う言葉に、咄嗟に叫ぶ。だが、櫂に無理をさせているのではないかといつも不安だった。

　心を抉るかのように痛い所を衝いてくる元也の言葉なんかを信じたくない。けれど自分に自信がないせいで、元也の言っていることが正しいようにも思う。

　飽きられる前にもっと素直になればよかった。そう思った瞬間、元也に腕を掴まれる。

「離して！　あなたなんかに触られたくもない」

「おまえがどんなに拒もうと、俺を受け入れる未来しかないんだよ」

「いや！」

　まるで玲菜に言い聞かそうとする元也は玲菜の手を強引に掴んでくる。咄嗟に手を振り払って激しい雨が降る中、玲菜は逃げるように駆け出す。

　なにもかもがどうでもよく、ただ胸の痛みが激しくなるばかりだった。

　いつか櫂に飽きられることだけが怖くて涙が頬にこぼれ落ちる。いつかそんな日がくるぐらいなら……。

　いつの間にかたどり着いた公園で濡れるのもかまわず、雲を見上げる。雨なのか涙なのかすらもわからない雫が止められなかった。

　

　どのぐらいの時間が過ぎたのかわからないが、玲菜は歩く気力もなくベンチに腰かけていた。雨の向こうからこちらに近づいてくる人影に気づき、うつろな瞳でその人物を見ていた。

「玲菜！」

　空耳なのか自分を呼ぶ櫂の声が聞こえ、温かい腕の中に包まれる。もう夢でもなんでもいい。

　そう思った瞬間、心に隠していた不安があふれてしまう。

「離して……。かわいげのない不感症女なんて放っておいてよ」

「なにがあったんだ？」

「有吉くんに、私のような不感症で意地っ張りな女はすぐに飽きられるって言われたの」

「おまえを傷つけるだけの野郎と俺、どっちを信じるんだ」

「わからない……。でも、櫂がいなくなる未来なんかいらない」

　雨に打たれながらも愛する人の腕だけが温かい。けれどそのぬくもりすら現実のものとは思えず、心からあふれた言葉を口にする。

「初めてこんなに好きになったのに、飽きられてそばからいなくなるなら……」

「俺がおまえに飽きるはずがないだろう。ちゃんと心と身体に教えたよな」

「でも……」

「それに玲菜が不感症だとしたら、気持ちよくさせてやれない俺が悪い」

（夢の中まで優しくしないで）

　玲菜を責めるだけだった元也とは正反対な櫂に抵抗すらできず、だんだんと意識が薄れていく。なにも考えられない状況で玲菜は、そのぬくもりに縋ることしかできなかった。
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　用事を終えて戻って来た櫂は、玲菜が待たせていた場所にいないことに気づき必死で探す。ようやく見つけたときは雨のなか、ずぶ濡れになって泣いていた彼女を抱きしめずにはいられなかった。

（それにしても、本当に最低な男に縛られていたんだな）

　玲菜が初めて打ち明けた本心と、数回目撃した元彼の態度。それを踏まえても吐き気がするほどひどい男に縛られていたと察し、小刻みに震える小さな身体を抱き上げた。

　ホテルはすでに予約してあるが、この状況では近くの適当なホテルでも探したほうが早く玲菜を温められる。そう判断して歩き出すが、気を失っている玲菜が目覚めることはなかった。

　

　玲菜を初めて見たのは大学時代だった。利用していた駅でよく見かけた笑顔のかわいい女子高生だった。

　いつも友人たちに囲まれて花のように笑っている。そんな印象だったのを強く覚えていた。

　当時はその出会いがここまで大事なものになると思っていなかったこともあり、声をかけたこともなかった。

　その後、社会人となった玲菜と再会したのは、入社式だった。

　かわいらしい女子高生だった彼女が大人になって目の前に現れた。たくさんの新入社員の中で凛としながら咲いていた一輪の花を見つけた瞬間、櫂はその花に強烈に惹きつけられていた。

　胸まで伸びた長い髪と華奢な身体つき。そしてなによりもまっすぐで、あの頃と変わっていない綺麗な瞳をした美しい彼女。

　しかし天真爛漫で花のようだった玲菜から、あの頃のような笑顔が消えていた。それが引っかかったこともあり、気がつくといつのまにか心を奪われていた。

　一目惚れというものを信じていなかったし、まして特定の女に入れあげることはなかった。そのはずなのに、気がつけば自分の手元に置くことしか考えられない。

　それからの櫂の行動は早かった。が、玲菜を見ているうちに心の傷を負っていると気づき、友人として近寄ることしかできなかった。

　はじめこそ主任と部下の関係だったが、それを壊したくて友人としての関係を築く。下心がなかったわけではないが、それでも不器用な玲菜が自分に心を開いていくたび愛しくてしかたがなかった。

　ほかの誰にも渡す気がないので会社では牽制をかけ、つきあっていると思わせる。けれど玲菜がなにに怯えているかわからないうちに、簡単には手を出したくない。

　愛した女性だからこそ大切にしたい。そう考えていたが、あの夜がすべてを変えた。

　

「だぁれ？　その人」

「俺の元カノ」

「綺麗な人だね。元也も隅に置けないね」

「こいつのよさは見た目だけ。気が強いくせに、つまんねー不感症女」

「なにそれ……」

　

　心ない元彼と連れが言い放った言葉を櫂も聞いていた。あまりにも最低な態度に怒りがこみ上げたが、事を荒立てないように必死に耐える震えた小さな背中がいじらしく、玲菜をこれ以上傷つけたくなかった。

　愛されるセックスを教えてやりたい。そう思ったからこそわざと勝負をさせて強引に抱いたのは、ひとりでは癒せない傷を抱えていた玲菜を守りたかったからだ。

　腕の中で怯えているものの少しずつ快感を覚えていく玲菜がかわいくて、なにより、彼女は不感症ではない。それと同時に玲菜を離せないと確信し、玲菜以外を愛すことなど二度とないだろうと思う。

　だからこそ玲菜が口に出した心の傷は、すべて自分が取り去ってやると決心する。

「もう少し早く気づいていたら、おまえに悲しい思いをさせなかったのに……ごめんな」

　腕の中で眠る玲菜にその一言を告げ、キスをする。そしてかならず玲菜を苦しめるものから守ってやると決心し、玲菜の額にくちづけた。







５　ほんとの恋の見つけ方








（あれ？　私……）

　見慣れない天井が目に入り、辺りを見渡す。白を基調とした清潔感のある部屋はどこかのホテルだろうか、そんなことを考えながらベッドに寝ていると気づく。

　どうして自分がここにいるのかすらわからない状況で、自分を抱きしめている腕に気づいて顔を上げる。なにがなんだかわからないが、櫂がここにいるだけで安心した。

（どうして、櫂がここにいるの……？）

　隣で眠っている誰よりも愛しい人。それに気づいた瞬間、玲菜の脳内に気を失う前の出来事が蘇ってくる。

　──元也に傷つけられただけでなく、自分から櫂が離れていくと思っただけで怖くて逃げ出したことを。

（逃げなきゃ……）

　自分を探してくれた櫂に対して醜態を晒し、あげく元也との関係を露呈してしまった。あまりにも恥ずかしすぎて、会わせる顔がない。

　だからこそここから逃げなきゃいけない。そう思って逃げ出そうとしたが、それが叶わなかった。

「また俺から逃げる気なのか？」

「離してって言ったでしょ！」

「誰が傷ついてる玲菜を離せるんだよ。まだ、おまえを傷つけるだけの奴を信じるのか？」

「ちがっ……。私は……」

　元也を信じているわけじゃなくて、櫂から飽きられることが怖い。そう言いたいのに言葉に出せなかった。

「いままではおまえに過去を思い出させたくなかったから、聞かなかった」

「え？」

「でもな、それだけじゃおまえの心の傷を癒してやれない。だから、なにもかも話してくれないか」

　櫂が言い放った言葉に息を飲むと、櫂は少しだけ微笑む。

「あの夜だって傷つけられていただろう。震えながらも必死に耐えて……」

「知って、たの……？」

「おまえは不感症なんかじゃない。むしろ経験がない女なら、誰でも最初は濡れなくて当然だ」

　抱きしめながら口にした櫂の言葉に、心臓が止まりそうになる。ずっと自分の身体にコンプレックスを持っていたのに、それが当然だと言われて驚くしかない。

「でも……、私が不感症だから櫂だって疲れるでしょ」

「おまえが不感症だとしたら、気持ちよくさせてやれない俺が悪い。そう言ったよな」

　優しい指で頬にこぼれ落ちた涙を拭われ、心臓がどくんと跳ねる。

「あの男は玲菜を感じさせるテクがなかっただけだから、もうひとりで傷つかなくていい」

「櫂……？」

「心の傷もセックスも、ひとりで抱えるものじゃない。ふたりで抱えていくものだろう？」

　いつになく優しい瞳で見つめられ、ゆっくりと唇を重ねられる。まるですべての痛みを吸い取るかのようにちゅっちゅっと触れるだけのくちづけをされていく。

　まるですべての痛みを吸い取るかのような甘いキスに蕩かされ、抱きしめられる。それが玲菜の心を落ち着かせていき、少しすつ冷静さを取り戻す。

　ずっと櫂は自分を見守り続けて本当の恋を教えてくれたし、玲菜だって少しずつそれがわかってきた。一時的じゃない、三年もかけて築いてきた関係だった。

　いまの玲菜が一番信じなければいけないものは櫂の優しさだけだ。それに気づくと同時に心が解きほぐされていく。

「玲菜の痛みは俺が抱えてやるし、本当のセックスも教えてやるから」

「うん……」

「そのぐらい玲菜を愛してるし、俺は一生、おまえを離さない」

　力強い櫂の言葉に涙がとめどなくこぼれ落ち、いますぐ自分の気持ちを伝えたい。玲菜はそう決心し、櫂の腕に身を委ねた。

「私も、櫂が好きだから……」

「だったら、おまえが好きな男を信じろ。俺が初恋なんだろう」

　いたずらっぽく笑いながらそんなことを言ってくる櫂の言葉にほぐされて、心が穏やかになっていく。恋をしたのは櫂だからだし、この先の未来もずっと思い続けていたいのはひとりだけだ。

　絶対に揺らぐことのない想いを取り戻しただけで元気になれる。そう思った瞬間、玲菜は深呼吸をし、櫂を見つめた。

「そうだよ。だから、離れてなんてあげないんだからっ」

「そこでかわいくなるなよ。いますぐ抱きたくなるだろう」

　屈託のない顔で笑われただけで、胸がドキドキする。さっきまでは信じられなくて怯えていたのにと思うと、櫂が魔法をかけてくれたようにも思えてならない。

「今夜は添い寝で許してやるから、安心して眠れ」

「あっ、私の服は櫂が着替えさせてくれたの？」

「俺以外におまえの身体を見る奴なんか、いるわけないだろう」

　いつもの玲菜なら反論しているはずなのに、優しさだけが胸に染み渡り言葉にならなかった。何度もされるキスを受け入れながら幸せに浸り、心の中でありがとうと呟く。

「……有吉くんは大学の先輩から紹介されてつきあうことになったの。でも、好きにはなれなかったんだ」

　そう口にして元也との過去を打ち明ける。櫂に知られたくなくてずっと隠していた心の弱さだ。

「彼はいつも自分勝手でえっちだって嫌いだったし、自分の身体がおかしいのかっていつも不安だった」

「玲菜……」

「櫂に抱かれて、私が経験したことのないことばかりで……」

「本当に処女みたいなものだったんだな。おまえが悩むのも無理がない」

　ベッドの中で抱きしめられながら告げた過去を、櫂がどう思っているのか不安で時々上目遣いに彼を見る。そのたびに優しくキスをされて、どうにかすべてを話し終えた。

「俺がカタを付けるしかないな。奴はきっとこれからもおまえにつきまとうだろうし」

「それじゃ櫂に迷惑がかかるから、自分でなんとかする」

「迷惑でもなんでもない。俺が玲菜を守りたいんだ」

　元也が玲菜につきまとうのを見越してそう言ってくれるのだと、強く抱きしめられながら気づく。こんなに大切にされていたから恋をすることができたのだと今さらながらわかった。

　不思議なぐらいの櫂の包容力に包みこまれ、心から元也との関係を断ち切ると決意する。玲菜にとって、最初の壁を越える小さな一歩だった。

　

　櫂にすべてを打ち明けてから数週間後。玲菜はいままでの悩みが嘘だったというほど、いつも通りの日常を過ごしていた。あの日以来、櫂から元也の話を聞かれることはなかったけれど、いまなら自分のために口にしなかった彼の優しさを痛感する。

　もしもあの夜に櫂がすべてを聞いていたと知ってたら、きっと逃げることしかできなかった。それが自分でもわかっていたから彼の判断が正しいと思っているし、深い愛を教えられた。

　そんなふうに考えるようになり、仕事にも身が入る。

「最近の玲菜は一皮剥けたね。主任の愛の力かしら」

　パソコン画面で書類を作成している玲菜の耳に、亜依子のからかうような声が聞こえて振り返る。

「そうかもしれない」

「そこはツンデレ娘らしく答えてよ。やりづらいなぁ」

「主任が私を変えてくれたのは事実だもの」

「もう。でも、玲菜は本当に綺麗になったね」

　しみじみとつぶやく亜依子の言葉に苦笑しながらも、臆病すぎた自分から少しだけ強くなれた気がする。けれど元也と会う機会がいまだになく、過去を断ち切ることができなかった。

　けれど、いずれ来る日は近いと思っているし、避けられない。そんなことを考えていると終業時間を迎える。

「谷川、ちょっと来てくれないか」

「はっ、はい……」

　デスク周りを片付けていると櫂から声をかけられて、すぐに立ち上がる。会社が終わったら部屋に行くのにと思いながらも、内心はうれしくてたまらず踵を返した。

「お呼びでしょうか、主任」

「今日はひとりで会社を出てくれないか」

「えっ……」

「おまえをひとりにするのは危険だけど、ちゃんと終わらせてやるから」

　突然言い放った櫂の言葉で、終業時間を迎える少し前に窓の外を見ていたことを思い出す。それがなにを意味しているのかわかり、玲菜は小刻みに脚を震わせた。

「もし、まだ怖いなら時間をずらしてもいいぞ」

「大丈夫です」

「いい子だな」

　会社にいる間は上司と部下だが部署の社員たちは皆、櫂と玲菜がつきあっていると知っている。なので仕事が終われば、ふたりだけの会話をしても誰にも咎められない。

　どれほど周囲に見せつけてきたのか容易に想像できる。恥ずかしくてたまらないが、それでも櫂の愛情表現なら嬉しいと思えてしまう。

（有吉くんが来てるんだ……）

　一緒にいるところをずっと見られていたので、櫂が警戒しているのもわかる。だからこそ逃げたくないと手のひらを握りしめた。

「今日こそケリをつけるから、玲菜はなにも心配するな」

「……私が自分で話をつけます」

　こんなことを言ったら心配をかけるとわかっている。いままで弱さを見せてしまったのだから無理もない。

　けれど自分で断ち切らなければ本当に終わらない気がした。なによりも櫂を愛していくことだってできないかもしれない。

　そう思ったからこそ玲菜は櫂をまっすぐ見据えた。

「……なにがあっても俺を信じると約束できるか？」

「うん。もう有吉くんの言葉に惑わされないから」

「……わかったよ」

　納得がいかない様子だが玲菜の強い決心に折れたのか、櫂はそう口にして玲菜を抱きしめる。

「強くなったな。本当に」

「櫂がそばにいてくれるから強くなれただけだよ」

　耳元で甘くささやかれた言葉が嬉しさがこみ上げ、立ち向かう勇気をくれる。そんな櫂に愛しさがこみ上げ、玲菜は自分自身で元也とは終わらせたいと強く思った。逃げたくないと手のひらを握りしめた。

　

　

　

　着替えを済ませて会社を出るとすぐに元也の姿を見つける。いよいよ自分の気持ちにケジメをつけるときが来たと、玲菜は心の中で思う。

　いつもなら会うこと自体が嫌な気持ちになっていたが、いまは不思議なほど落ち着いている。そう思わせてくれたのは、櫂が自分にくれた本物の愛情に包まれているからだ。

　そう思っていると案の定、へらへらと軽薄な笑みを浮かべた元也がこちらに近づいてきた。

「俺の言ったとおり、あの男と別れたか？」

「別れるわけがないし、そんな命令なんて聞く気ないから」

　だらしなくスーツを着崩している元也に呆れ果てる。真剣にやり直そうとする態度だとは思えないし、こちらを軽く扱っていると容易に想像できた。

「おまえはどこまでも気が強いよな。だから俺に振られたんだろう」

「有吉くんに振られたことで櫂と付き合えたなら、感謝しかないもの」

　元也に振られたことで櫂との未来が待っていたのなら、それは玲菜にとって幸せなことでしかない。だからこその感謝だが、元也の顔色が怒りが滲む。

　怖いけれどここで怯むわけにはいかない。玲菜は手のひらぎゅっと握りしめて堪える。

「そこまで言い切るなんて、あの男にそう言えって言われたのか？」

「なにも知らないのに、どうしていつも、そうやって決めつけてるの？」

「本当にムカつくよな、おまえ。だから不感症なうえに最低な女なんだろう」

「私のことはなんて言われてもかまわない。でも、櫂のことを悪く言うのは許さない！」

　いままでの玲菜なら、元也が決めつけても逆らうこともできなかった。それをすることでさらに不機嫌になり、手がつけられなかったからだ。

　けれどそんな元也に怯えるのはやめにしよう。そう決めたのは櫂がそばにいてくれるからだ。だからこそ悪く言われたくなかった。

「おまえのことを思って忠告してるのに、あの男をかばうなんて最低だな」

　どこまで自分の言いように物事を考えているのだろうか。そんな元也があまりにも小さく見えてしまう。

「それにさ、そんな強気なこと言うようになって、まさか手遅れになってるんじゃねえよな」

「手遅れ……？」

　真剣な目をして言い放った元也に唖然としながらも、聞き返す。

「もしも奴が玲菜に手を出したら、都合のいい女がいなくなるじゃねえか」

　ぼそりと呟いた元也の言葉に、自分がバカだったと気づく。とても大切な人に出会う前だといえ、自分を思い通りにさせたいだけで愛情のかけらもない男に、処女を捧げてしまったことが悲しくてたまらなかった。

「もう二度と私につきまとわないで。あなたなんか大嫌い！」

「本当にかわいくないな。おとなしく言うことを聞いていればいいのに」

「絶対に有吉くんの思い通りになんかならない！」

　玲菜の悲痛な叫びに憤慨して、鬼の形相で睨みつけた元也が手を掴もうとする。二度と

　こんな人に触れられたくない、そう思って逃げようとしたとき、後ろから抱きしめられていた。

　目の前で驚いた表情をした元也が手を引っ込めたことにほっとし、その温かい腕に安心する。

「最低だな、おまえ。都合のいい女がほしいならほかを当たれよ」

「なっ……」

「玲菜はもうおまえだけを知ってる身体じゃない。セックスが下手だって思われるだけだぞ」

　背後から聞こえる静かな声に怒りが含まれている。が、正反対の元也は顔を真っ赤にして怒りを滲ませていた。

「俺のセックスが下手なんてありえない。どいつもこいつも俺をバカにしやがって」

「あのバーで連れてた女にもそう言われて振られたのか。情けねえな」

「そもそも、こいつが不感症女なんだろう。俺のせいじゃない！」

　この期に及んでも醜態を晒す元也が哀れで悲しい。少しでも優しさがあればなにかが変わったのかも知れないと思いながらも、玲菜は見守ることしかできなかった。

「少し待ってろ。いますぐケリをつけてやる」

　耳に響いた甘い言葉と頬にされるキス。元也がいる前だというのに、見せつけるような櫂の行動に胸がざわめく。

　けれど嫌ではないどころか櫂が愛しくてしかたがなく、もはや元也の存在すらどうでもいいと思う自分がいた。そこで櫂が元也から玲菜を守るように立ちはだかる。

「玲菜がどれだけ苦しんでいたかもわからないどころか、気づこうともしないなんて……。男の風上にも置けないな」

「てめぇ」

「玲菜は俺が思いっきり愛してやるけど、いまのままじゃ好きな女ひとり幸せにできないぞ」

　怒りが頂点に達したらしい元也が櫂に殴りかかる。が、あっさりと返り討ちに遭い、殴り飛ばされる。

　滑稽で哀れな姿がとても悲しく、玲菜はただ元也を見ていた。

「二度と玲菜に近づくな。もし、近づいたときにはただで済まない覚悟をしろよ」

「そんなつまんねえ女に、言われなくても近づかねえよ」

　赤く腫れた頬をさすりながら去って行く元也に、心の中でさよならをつぶやく。そこで腕を引き寄せられて、また櫂の腕の中に閉じ込められた。

　元也を殴った手が震えているとわかるのは、静かな怒りを感じ取れるからだ。

「ごめんな。でも、ああいう野郎はこうするしかなかった」

「ううん。私は傷ついてないし、いくら他人に不感症女だって言われてもかまわない」

「おまえ……」

「だから大丈夫だよ。だって櫂がそばにいてくれるんだもん」

　心からの言葉が自然と言葉になり、強く抱きしめられる。本当の恋を知らずにいたらこんな幸せは訪れなかったし、櫂だから好きになれた。

　それを伝えたくてもどかしい。だから二度とこの腕から離れたくない。

「そんな煽って……どうなっても知らないからな」

「うん……、大丈夫だから」

「まったく、こんなときに素直になりやがって」

　櫂を心から受け入れたいからの言葉が、今後自然と出てくるかわからない。が、それでも最愛の人と永遠に生きていきたいと願う。

　そんな気持ちをこめてキスを受け止め、玲菜は櫂がくれる幸せに浸った。

　

　マンションに到着し、玄関だというのに抱きしめられていた。元也とのことは悲しいだけだったけれど、それ以上にいま自分を大きな愛で包みこんでくれる優しい人のそばにいられることが嬉しかった。

　ずっと強がっていたけれど、本当は誰かに愛されたかった。玲菜はようやく自分の心の奥底に眠っていた気持ちと向き合い、認めてあげられるような気がした。

「やっとふたりきりになれたな」

「うん……」

　一秒でも早くふたりきりになりたい。それは玲菜だって同じだし、もう二度と元也に傷つけられることはないと実感させて欲しかった。

　だからこそ抱きしめられているだけで、胸の中が穏やかさを取り戻していく。

「これからは俺が玲菜を幸せにするから、結婚してくれないか」

「え？」

　突然の言葉に驚き、櫂の顔を見上げると、そこには見たこともないような表情で玲菜を見つめている櫂がいた。

　前から結婚の話は出ていたが、元也との関係を断ち切った直後に言われるとは予想できなかった。

「この間ウエディングドレスを見ていたときのおまえに、プロポーズをする時期だと思った」

　静かに話はじめる櫂の言葉に耳をかたむけ、胸が震える。

「でも、あのときはただの世間話だったじゃない」

「それでもかまわないし、なにもすぐ結婚になるわけじゃない。でも、玲菜が変わっていくなら真っ先に言いたかった」

「櫂……」

「あの日はジュエリーショップに指輪を取りに行ってた。あいつが現れなかったらプロポーズをするつもりだったんだ」

　予想もしていなかった事実を打ち明けられ、玲菜はただ驚くことしかできなかった。話の流れで本気のプロポーズをするなんて想像できる女性がいるのだろうか。

　そう思ったところで櫂がさらに言葉を続ける。

「おまえを嫁にすることは俺の中で決まっていた。だからこそ玲菜が少しずつ恋に前向きになっていく瞬間が愛しかった」

「そんなことまで考えてくれてたなんて、言ってくれたらいいのに」

「本当に玲菜を手に入れたら言うんだろう」

　まっすぐに見つめてくる櫂に、吸い寄せられるようにキスをされる。強い愛情を教えられるかのような優しいくちづけに、身も心も委ねる。

「なぁ、……もう我慢できない、ベッド行こう。いますぐおまえがほしい」

「ちょっと待って。……櫂がこの間言ってたウエディングランジェリーを着てもいいよ」

　ぼそりと紡いだ小さな声。けれど、本当の意味で自分をあげたい気持ちは変わりがなかった。

「俺の作業部屋で着替えたら、ベッドに来てくれ」

　櫂の耳に届いているのかわからないほど小さな声で口にした。が、しっかりと聞こえていたらしく、表情は見えないながらも櫂の声音が弾んでいた。

　自分から言ってしまったので、なかったことにできない。

　いまさらながら羞恥がこみ上げるが、それ以上に櫂がくれた優しさに答えたい気持ちが勝る。だからこそ自分を捧げたいと切に願いながら、作業部屋へと向かった。

　

　いくつかの試作品を見ながらウエディングランジェリーを選び、着替えはじめる。その中でもウエディングドレスをイメージしたかわいらしいものに目がいく。

　すべて白のレース素材を使ったミニドレス風ランジェリーは、身体のラインが丸見えになっている。かなりきわどいデザインだが、花嫁が最愛の人だけに見せる特別な下着なのかもしれない。

（恥ずかしい。けれど櫂はどう思うのかな……）

　普段なら着るのをためらうが、今日は玲菜にとっての特別な日だ。そう覚悟して寝室へと向かうと、すでに裸になっている櫂がベッドで横たわっていた。

　これから起こる淫らなことが容易に想像でき、玲菜は恥ずかしさで身体を竦ませる。

「おいで、玲菜」

　少しだけいじわるげな表情を見せて、玲菜を誘ってくる男の色気を纏っている櫂に胸が高鳴る。それはきっと玲菜にとって本当の愛にたどり着く瞬間だろう。それを知っているからこそ迷いもなくベッドに近づき、櫂を抱きしめた。

「いい子だ」

「うん……。だから、ずっと私を離さないで」

「あたりまえだろう。おまえは永遠に俺だけのものだ」

　玲菜の心に答えるようにキスをされ、肌から伝わる熱さだけを感じる。その瞬間、口腔に入り込んだ舌先が歯列をなぞって深くくちづけた。

　腔内をかき乱してくる舌先に蹂躙されてしまうのに、なぜか甘く蕩けてしまうのはどうしてだろう。真っ白に染まっていく脳内で考えてみるけれど、絡みついた舌先が玲菜の思考すらもかき消していく。

　身体がぞくりと戦慄きながら、胸を鷲づかみにされて背中をのけぞらせる。なにもかも熱い情熱に翻弄され身体が疼いた。

「そのランジェリーがめちゃくちゃ似合ってるな」

「櫂にしか、こんな恥ずかしい姿を見せられないから」

「結婚式でも着てくれるんだろう。そんなに恥ずかしがるな」

　耳元に聞こえる甘いささやきに頷き、首筋をなぞられながら腕の中でしがみつく。そこで左手を取られ、薬指にプラチナの指輪がはめられる。

「俺と結婚してほしい。おまえを誰よりも愛している」

「はい。私も愛しています」

　いままでの玲菜なら素直に答えることができなかった。しかしなにひとつ玲菜を遮ることがなく、思いのままに伝えられる。

　そのことに胸を撫で下ろした瞬間、櫂がまだ着て間もないランジェリーを脱がそうとした。

「もっ、もう……、なんでそんなにすぐ脱がすの」

「そんなにお気に召さないのか？　しかたないな」

　ストッキングに包まれた脚を責め立てられ、もどかしい愉悦に襲われる。だが淫らな指でレース越しに腰をなぞられ、全身がびくりと跳ねた。

「あっ……、そんなにしたらっ」

「玲菜はまだ下着を着ていたいんだろう。だったらこのままかわいがるしかないな」

「いじわるっ！」

「ウエディングランジェリーは本当の初夜でたっぷり堪能するから、いまは俺の好きなように抱かせてくれ」

　レースから透けている尖端を食い入るように見つめられ、じらされた身体が淫らに熱くなっていく。そんな自分が恥ずかしくて櫂から顔を背けた。

「……そんなことを言われても」

「今夜はじっくり愛でてる余裕がない。だから綺麗なおまえを穢すのはそのときにしたい」

　切羽つまった声で求めてくる櫂に愛しさが募り小さく頷く。その様子から本当に自分を愛してくれているとわかるから、好きな人にすべてを捧げたいと心の底で思う。

　そんな玲菜の気持ちに気づいてくれたのか、優しいくちづけをされながら下着を脱がされていく。

「綺麗だよ、玲菜」

「やっ……」

「や、じゃないだろう。恥ずかしがるおまえはかわいいな」

「だって、櫂がいきなりすぎるから」

　じらすように身体をなそる手が下着に包まれた肌をなぞる。まるで着た意味すらもなかったようで玲菜は少しだけ不満だった。

　女性が好きな人を誘惑したいと思う気持ちが、いまになって痛いほどわかるから微妙な気持ちだ。

「俺たちははじまったばかりだし、時間なら未来永劫だろう」

「うん」

「嫉妬したまま、ウエディングランジェリーを着た玲菜を抱きたくないんだ」

「あっ……」

　自分の気持ちばかりで悲しくなったが、櫂が嫉妬していたことを知り、その理由に気づく。同時にどれほど愛されていたかを思い知り、彼が愛おしくてたまらなかった。

「玲菜を責めるつもりはないし、過去はどうだっていいと思っていた」

「櫂……」

「それなのに情けねえな。あんな奴に嫉妬してるなんて」

　ぽつりとつぶやいた言葉に胸を締めつけられ、せつなすぎて櫂の胸にすがりつく。

「櫂と出会えて、本当の恋を見つけられて幸せだから。だから好きなように抱いてください」

　小さく紡いだ言葉はたぶん届いている。そう思えるのは抱きしめる力が強くなったせいだ。

　櫂を受け入れる決心をし、上目遣いで彼を見つめる。と、色気を含んだ瞳が嬲るように玲菜を見つめ返した。

「そこまで言うなら、永遠に俺から離れないでくれ」

「ずっとずっと櫂のそばを離れないから、永遠に私を愛して」

「言われなくてもそのつもりだけど、しっかり身体に教えてやらないとな」

　噛みつくようなキスをされながら胸を揉みしだかれ、玲菜の身体が疼くように火照り出す。耳のかたちをなぞってくる舌に翻弄されながら胸の頂きを指で捏ねられてしまい、腰がびくりと跳ねてしまう。

「玲菜の身体は敏感なんだな。まだ胸を触ったぐらいだろう」

「櫂がやらしいせいだから」

「俺がいやらしいのはあたりまえだろう。おまえに欲情してるんだ」

「バカッ」

　あまりのストレートな物言いに頬がかぁっーと熱くなり、ぷいっと顔をそらす。素直になりたいのに、羞恥がこみ上げてそれを邪魔する。

　そんな玲菜をおかまいなしにもてあそぶ櫂は、首筋から鎖骨にかけてをじらすように舌を這わせてくる。そのたびに櫂に引き出された甘い愉悦が、身体中に押し寄せていた。

「こんなかわいい反応をする女が不感症なんて、よく言うな」

「そんなことを言われてもわからないし、櫂だけを感じられたらそれでい……っ」

　乳頭を乱暴に揉みしだかれ、玲菜は最後の言葉を紡げないまま蕩かされていく。ほかの誰かに感じることができなくても、ただひとりの愛する人を感じられるならそれが嬉しい。

「言ってるそばから俺を挑発するなら、おまえをもっと淫らな女にしないとな」

　その言葉と同時に胸の突起を指で弾かれ、痛いはずなのに身体が甘い愉悦に包みこまれ首筋に汗が滲む。

「あっ……やぁ……」

「今夜は俺が抱きたいように抱いていいんだろう」

「そうだけど……」

　覚悟はできていたとしても簡単に認められるはずもなく、鎖骨から胸の尖端へと舌が這わされる。そのたびに自分でも信じられないほどの甘い声を漏らし、教えこまれた官能に溺れて背中をのけぞらせていく。

　全身を隈無くされる愛撫にとろとろにされた下腹部を卑猥な指でかき回され、くちゅりとした淫音を慣らす。とっくに身体が素直になっていたのは、きっと本能で愛されていることを知っていたのだろう。

　この先も櫂以外の男性に恋をするときは、永遠に来ないと言い切れる。けれど、もう二度と恋をしないとは言わないと決意した。

「気持ちよさそうに蕩けているな」

「いっ、言わないでっ」

「これからは永遠に俺しか感じさせないからな」

　恥ずかしいほどに淫らに濡れた花芯を指でなぞられ、舌先で小さな粒を舐め転がされる。身体が羞恥で火照り出しながらも、はしたなく乱れた肢体はもはや櫂の思い通りにしかならない。

　それでもいいから、もっと本当の愛を教えてほしい。その願いとリンクするように淫らに達してしまい、息が整っていないのにキスを受け入れる。

「かわいくイったな。そんなに気持ちよかったか？」

「そんなことを聞かないで。……恥ずかしいんだから」

「今夜はいままでしたことのない、玲菜が恥ずかしいことをさせるか」

（いままでだって散々恥ずかしいことをしてきたはずなのに……）

　ベッドに寝転がった櫂に混乱した玲菜はどうしていいのかわからずにとまどう。そんな玲菜をよそに自身の牡茎に避妊具を装着し、ベッドに寝転がる。

「おいで、玲菜。俺の身体の上に乗ってくれ」

「えっ？」

　言葉の意味がわからず首を傾げた玲菜を見て、櫂はくすくすと笑っている。

「その様子なら騎乗位はやったことないだろうな」

「騎乗位……？」

　いくら経験があるとは言え聞いたことのない言葉に茫然としたところで、抱き上げられて櫂の身体を跨ぐ。

「はっ、恥ずかしいからっ」

「この体勢でセックスをするんだ」

「そ、そんなの無理だからっ」

「教えてやるから大丈夫だ。だからこのまま俺のを挿れてみろ」

　一糸纏っていない状態で男の身体に跨がる行為ほど恥ずかしくてしかたない。なのに騎乗位の説明をされてしまい気が遠くなる。

「こんなのできるわけがないじゃない」

「誰も知らない、俺だけの淫らな玲菜がほしい……」

　色気を含んだ甘すぎる一言にぞくりと身体が震え、上下に揺さぶる櫂に合わせて腰を淫らに振る。はしたないにもほどがあるのに、優しく微笑む櫂を見るだけで鼓動が高鳴っていく。

　櫂以外であれば間違ってもこんなことはできない。だが、情欲に濡れた男の瞳に翻弄されながら、櫂のアシストによって蜜壺に肉茎を迎え入れる。

「いい子だな。かわいすぎてたまらない」

「櫂がえっちなことを言うからでしょ」

　自分から誘っているようで、羞恥で全身が火照る。なのに身体の疼きがとまらず、下から突き上げてくる剛直に膣壁を刺激されていた。

　蜜壁をこすりつける熱杭が卑猥に動き、玲菜は翻弄されるばかりだった。

「下から眺める乳房も最高だな」

「いっ、言わないで」

「いやらしく揺らして、玲菜は本当に淫乱だな」

「ちっ、違うから」

　いじわるな笑みを浮かべている櫂の上で、卑猥に腰を動かしている淫らな自分を恥じる。羞恥でしかないのに隘路を突き上げられるたびに、快楽が甘美な愉悦となって肢体を襲う。

　あまりの激しさに自分の身体がコントロールできずに、玲菜はなにがなんだかわからなくなった。

「よくがんばって俺を受け入れられたな、玲菜。おまえにご褒美をあげなきゃな」

「ひゃっ……、え？」

　下から突き上げられた肉茎がずんと媚肉を穿ち、その反応で玲菜の肢体が煽情的にのけぞる。間違ってもほかの男性には見せない姿を晒しながら、ぐいっと顔を引き寄せられてくちづけられる。

　なにが起こっているのかわからないまま体勢を変えられ、櫂の膝の上に乗せられる。そのことに驚きながらも櫂から目をそらせずにいると、彼はベッドサイドに置かれたチェストから赤いビロードの箱を取り出す。

「俺と結婚を前提につきあってほしい。おまえだけを一生愛すると約束する」

　箱から取り出したプラチナの指輪を左手の薬指にはめられ、いつになく真剣な瞳でプロポーズをされる。こんなときにプロポーズをするなんてありえないけれど、櫂ならばそれでも嫌じゃない。

「はい……。ずっとずっとそばにいてください」

　その言葉と共に涙が頬にこぼれ落ち、抱きしめられる。

「永遠に愛している。玲菜」

「私も愛しています」

　どちらからともなく唇を重ね、素直に愛の言葉を伝え合う。過去はどうにもならないけれど未来なら、自分を愛してくれる大切な人のそばにいられる。

　それを痛感して何度もくちづけられながら、再び蜜壺に剛直が挿ってくる。

「今度は俺が気持ちよくしてやるから、もっと感じろよ」

「うん」

　痛みしかなかった行為が、いつの間にか愛する人を受け入れる行為に変わっていく。それだけで櫂に愛された意味があるように感じながら、淫裂を擦られた場所から甘い悦楽が広がる。

　緩やかに腰を動かされるだけで肉棒が狭い隘路を蹂躙し、玲菜も合わせて淫らに動く。身体中からあふれた愉悦に汗ばみ、密着するかのように櫂の首に抱きつく。

　心からすべてを委ねられる相手だからこそ、蕩けるほど溺れてしまうのだろう。

「気持ちいいか？」

「えっちが気持ちいいって、櫂が教えてくれたから……」

「いくらでも教えるよ。おまえは俺の宝物なんだ」

「もう」

　どこまでも愛してくれる櫂の優しさが頑なだった玲菜を溶かす。ふたりがつながった場所から恥ずかしいほどの水音が響き、隘路が蹂躙される。

　子宮をめがけて激しく媚肉を穿たれ、全身をびくびくと震わせて快感に酔いしれる。あまりの激しさに意識が朦朧とし、電流のような快楽が押し寄せた。

　突き上げてくる剛直を包み込むかのように花襞が収縮し、新しい蜜が溢れ出す。身体がぶるぶると痙攣を起こしたかのように震え、ゆらりと快楽の波に漂いながら電流のようなものが流れ込んでいく。

「愛している、玲菜」

「私も、櫂が大好きだから」

　その一言と共に白濁液を放たれ、もう二度と離れないようにしっかりと抱き合う。互いの汗すらも同化し、想いがひとつになるように願いながらキスをする。

　過去は変えられないとしても、ふたりで歩いていける未来はたしかにここにある。心の底からこの恋を永遠に大切にしようと決め、玲菜は愛しい人の腕になにもかもを預けた。
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　櫂と玲菜が心から結ばれて数日が経ち、玲菜はいつものように仕事をしていた。仕事中でも櫂のそばにいられることが幸せだと思う。

　そう思いながら書類を作成していると、亜依子がこちらを見ていることに気づく。

「本当に幸せそうだよね」

「そうかな？」

「あいつも撃退されたし、なにより玲菜の顔が輝いてるから」

「そうかもしれない」

　ずっと玲菜を心配していた亜依子の嬉しそうな笑みに安心し、これでよかったのだと思う。元也とは悲しい終わりでしかなかったが、櫂の優しさによって救われたからいまの自分がいる。

　そこで櫂と目が合い、優しく微笑まれた。

「谷川、ちょっと用事があるからこっちに来い」

「はい」

　櫂からの呼び出しに返事をしてから、急いで彼の机に向かう。呼び出されるのはいつものことだしうれしいのだが、会社では気を抜けない理由がある。

「手伝ってほしいことがあるので、ついてきてくれないか」

「……わかりました」

　部署では主任の顔をしている櫂にそう言われると返事をするしかないけれど、恋人のことなのでちょっと心配だ。そんなことを考えながら櫂について行き、部署をあとにする。

　

　デザイナールームに到着するとすぐにキスをされてしまい、玲菜は恋人の身体を引き離すことで精一杯になる。就業時間内だとしてもふたりきりになりたがる櫂は、何度注意してもやめようとはしない。

「もっ、もう！　いまは仕事の時間なのに……」

「かわいい恋人とのスキンシップは大事だろう」

「それは仕事が終わってからでいいじゃない」

　「Ｍａｔｓｕｓｈｉｔａ」の御曹司にしてデザイナーでもあるのだから、その自覚を持ってほしい。なのに櫂は恋人をかまいたがる。だからこそ玲菜がしっかりしないといけないのだ。

「おまえがそばにいたら、いつでも愛したくなるんだよ」

「それは知ってるけど……」

「だったらキスぐらい、いいじゃねえか」

「よくないから！」

　愛されているのはとても幸せだし、櫂に絆されそうになる。その証拠に顔が近づくだけで、胸が高鳴ってしまう。

　櫂以外の人を愛することは永遠にない。けれど二度と恋をしないとは言わない。そんな気持ちが玲菜を少し軟化させた。

「キスをしてもいいか、玲菜」

「いっ、いまだけなら……いいよ」

　結局は櫂の真剣な表情に絆されてキスを許してしまう。それが毎日のことだから自分を窘めなければいけない。

「愛している、玲菜」

「私も愛してるよ」

　悔しいけれど結局は玲菜も櫂が好きすぎて、彼を振り切れない。だからこそこの恋が永遠に続いていくと信じられる。

　──もう二度と恋をしないとは言わない。ここに最愛の人がいれば。
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　こんにちは、黒くろ羽はね緋ひ翠すいです。

　濃蜜ラブルージュ様より二作目の作品をお手にとっていただきただきありがとうございます。

　

　今作は上司であり友人だったヒーローとの恋物語を執筆させていただきました。過去の事情から恋に対して素直になれない玲菜と、ずっと近く見守っていた櫂のお話です。

　ひどい元カレに心を傷つけられた玲菜が、櫂によって変わっていくというネタは昔から温めていました。そして改稿の際に関係性を掘り下げ、昔憧れていた人と大人になっから恋がはじまるものを加えさせていただきました。

　ふたりがどのように変わっていくのかをお楽しみいただけると幸いです。

　

　ラブシーンについてはヒーローがランジェリーのデザイナーということもあり、ランジェリープレイを楽しんで書かせていただきました。

　資料としてネットでセクシーランジェリーを調べたのですが、過激なものからかわいらしいものまで楽しませていただきました。どれをヒロインに着せるか本当に悩みました。

　そんなところもがんばりましたので、楽しんでいただけたら幸いです。

　

　表紙イラストを描いていただいたのはカトーナオ先生です。

　カトー先生に表紙イラストを描いていただくのは他社様を含めて二度目となり、再びお仕事をご一緒させていただき光栄です。

　かっこいい櫂とかわいらしい玲菜を描いていただき、本当にありがとうございます。

　

　いつもお世話になっております担当様。今回も大変お世話になりありがとうございます。今後ともよろしくお願いいたします。

　

　最後になりましたがこの作品をお読みいただいた皆様、本当にありがとうございます。皆様が少しでも楽しんでいただけたら幸いです。

　

　それではまた、お会いできることを願っております。





黒羽緋翠
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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